
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （２）交流促進に向けた 

        本協議会の取組について 

 

 

   ①本協議会の平成２８年度及び今後の取組について 

・交流促進に向けた各県の取組状況        P2- 1～ 

・サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪  P2-03～ 

・サッカー公式試合での交流促進  P2-07～ 

・インフラツーリズム     P2- 9～ 

・瀬戸内海国立公園ウォーク           P2-19～ 

・歴史的遺産のネットワーク構築と PR  P2-23～ 

・文化芸術ネットワークの推進   P2-29～ 

・あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア  P2-33～ 

・協議会で実施する情報発信について  P2-45～ 

資料２ 



◎：環瀬戸内海地域交流促進協議会としての取組

○：各県独自の取組

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

兵庫県

◎あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
○「淡路花博２０１５花みどりフェア」の開催
○「淡路島名誉大使」による淡路誘客キャンペーン
○２橋まるごとウォーク

◎あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
（フェア継続の検討、各県の伝統ある食材等の調査・発信）

○「淡路花博２０１５花みどりフェア」の開催
○「淡路島名誉大使」による淡路誘客キャンペーン
○おどる宝島パスポート（兵庫県・徳島県の連携）
○２橋まるごとウォーク

◎あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
（Ｈ２９．３にフェアを開催予定、各県の伝統ある食材の発信）

○「淡路島名誉大使」による淡路誘客キャンペーン
○おどる宝島パスポート（兵庫県・徳島県の連携）
○「鳴門海峡の渦潮」世界遺産登録
○御食国あわじ島グルメラリー
○２橋まるごとウォーク

◎あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
（フェア継続の検討、各県の伝統ある食材等の発信）

○「淡路島名誉大使」による淡路誘客キャンペーン
○「鳴門海峡の渦潮」世界遺産登録
○２橋まるごとウォーク

岡山県

◎瀬戸内海国立公園ウォーク
（各県で開催されるウォーキングイベントとの連携・調整）

○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進事業との連携
○東京に共同（鳥取県）でアンテナショップの開設
○瀬戸内海国立公園８０周年記念事業との連携
○瀬戸大橋スカイツアー

◎瀬戸内海国立公園ウォーク
（各県で開催されるウォーキングイベントとの連携）

○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進事業との連携
○宇野港へのクルーズ客船の誘致
○瀬戸内海の海の魅力を生かした旅行商品の開発
○爽快！おかやま満喫サイクリングロード事業
○晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン
○瀬戸内国際芸術際２０１６
○瀬戸大橋スカイツアー

◎サッカー公式試合での交流促進
（試行的にＪ２の試合会場で、観光ＰＲを実施）

◎瀬戸内海国立公園ウォーク
（各県で開催されるウォーキングイベントとの連携）

○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進事業との連携
○宇野港へのクルーズ客船の誘致
○瀬戸内海の海の魅力を生かした旅行商品の開発
○爽快！おかやま満喫サイクリングロード事業
○晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン
○瀬戸内国際芸術際２０１６
○瀬戸大橋スカイツアー

◎サッカー公式試合での交流促進
（公式戦において、試合会場で観光ＰＲを実施）

◎瀬戸内海国立公園ウォーク
（各県で開催されるウォーキングイベントとの連携）

○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進事業との連携
○宇野港へのクルーズ客船の誘致
○瀬戸内海の海の魅力を生かした旅行商品の開発
○爽快！おかやま満喫サイクリングロード事業
○晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン
○瀬戸大橋スカイツアー

広島県

◎サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
（サイクリングコースの統一規格の検討・作成）

◎サッカー公式試合での交流促進
（Ｊリーグとの調整）

○しまなみ海道サイクリングロードの無料化及び利用促進
○瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会「サイクリングしまなみ」
○「瀬戸内しまのわ２０１４」

◎サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
（サイクリングコースの統一規格の策定）

◎サッカー公式試合での交流促進
（Ｊリーグとの調整）

○しまなみ海道サイクリングロードの無料化及び利用促進
○瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会「サイクリングしまなみ２
０１６」
○ナショナルサイクリングロード認定に向けた取組

◎サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
（推奨するサイクリングコース選定基準の決定）

◎サッカー公式試合での交流促進
（試行的にＪ２の試合会場で、観光ＰＲを実施）

○しまなみ海道サイクリングロードの無料化及び利用促進
○瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会「サイクリングしまなみ２
０１６」
○ナショナルサイクリングロード認定に向けた取組

◎サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
（推奨するサイクリングコースを統一された規格による整備）

◎サッカー公式試合での交流促進
（公式戦において、試合会場で観光ＰＲについて調整・実施）

○しまなみ海道サイクリングロードの無料化及び利用促進

徳島県

◎あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
（Ｈ２７．３にフェアを開催）

○「本四高速全国共通料金戦略・第３弾」の実施
○道路整備利用促進基金の造成
○２橋まるごとウォーク

◎あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
（フェア継続の検討、各県の伝統ある食材等の調査・発信）

○大鳴門橋３０周年記念事業
○おどる宝島パスポート（兵庫県・徳島県の連携）
○道路整備利用促進基金の造成
○２橋まるごとウォーク

◎あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
（Ｈ２９．３にフェアを開催予定、各県の伝統ある食材の発信）

○ラフティング世界選手権プレ大会２０１６
○おどる宝島パスポート（兵庫県・徳島県の連携）
○「鳴門海峡の渦潮」世界遺産登録
○ときめき★あわ旅　～あわ文化体感博～
○道路整備利用促進基金の造成
○２橋まるごとウォーク

◎サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
（推奨するサイクリングコースを統一された規格による整備）

◎サッカー公式試合での交流促進
（公式戦において、試合会場で観光ＰＲについて調整・実施）

◎あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
（フェア継続の検討、各県の伝統ある食材等の発信）

○「鳴門海峡の渦潮」世界遺産登録
○２橋まるごとウォーク

香川県

◎瀬戸内海国立公園ウォーク
（各県で開催されるウォーキングイベントとの連携・調整）

◎あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
（Ｈ２７．３にフェアを開催）

○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進事業との連携
○四国八十八箇所と遍路道の世界遺産登録の推進との連携
○瀬戸内海国立公園８０周年記念事業との連携
○瀬戸大橋スカイツアー

◎瀬戸内海国立公園ウォーク
（各県で開催されるウォーキングイベントとの連携）

○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進事業との連携
○瀬戸内国際芸術際２０１６
○瀬戸大橋スカイツアー

◎サッカー公式試合での交流促進
（試行的にＪ２の試合会場で、観光ＰＲを実施）

◎瀬戸内海国立公園ウォーク
（各県で開催されるウォーキングイベントとの連携）

◎インフラツーリズム
（モデルコースの検討、インフラツーリズムモニターツアーの実施）

○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進事業との連携
○瀬戸内国際芸術際２０１６
○瀬戸大橋スカイツアー

◎サッカー公式試合での交流促進
（公式戦において、試合会場で観光ＰＲについて調整・実施）

◎瀬戸内海国立公園ウォーク
（各県で開催されるウォーキングイベントとの連携）

◎インフラツーリズム
（モデルコースの情報発信）

○岡山・香川広域観光協議会での誘客促進事業との連携
○瀬戸大橋スカイツアー

愛媛県

◎サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
（サイクリングコースの統一規格の検討・作成）

◎サッカー公式試合での交流促進
（Ｊリーグとの調整）

◎あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
（Ｈ２７．３にフェアを開催）

○しまなみ海道サイクリングロードの無料化及び利用促進
○瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会｢サイクリングしまなみ｣
○愛媛マルゴト自転車道の展開・利用促進
○瀬戸内しまのわ２０１４

◎サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
（サイクリングコースの統一規格の策定）

◎サッカー公式試合での交流促進
（Ｊリーグとの調整）

○しまなみ海道サイクリングロードの無料化及び利用促進
○瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会｢サイクリングしまなみ２
０１６｣

◎サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
（推奨するサイクリングコース選定基準の決定）

◎サッカー公式試合での交流促進
（試行的にＪ２の試合会場で、観光ＰＲを実施）

○しまなみ海道サイクリングロードの無料化及び利用促進
○瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会｢サイクリングしまなみ２
０１６｣
○えひめいやしの南予博２０１６

◎サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
（推奨するサイクリングコースを統一された規格による整備）

◎サッカー公式試合での交流促進
（公式戦において、試合会場で観光ＰＲについて調整・実施）

○しまなみ海道サイクリングロードの無料化及び利用促進

高知県
◎歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
（現存天守閣や史跡等を巡るモデルルートの検討・調整）

○高知家・まるごと東部博

◎歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
（現存天守閣や史跡等を巡るモデルルートの検討・決定）

○高知家・まるごと東部博
○２０１６奥四万十博覧会

◎歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
（現存天守閣や史跡等を巡るモデルルートの情報発信及び旅行会

社へ売り込み）
○２０１６奥四万十博覧会
○志国高知　幕末維新博

◎サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
（推奨するサイクリングコースを統一された規格による整備）

◎歴史的遺産のネットワークの構築とＰＲ
（各種イベントと連携した情報発信）

○志国高知　幕末維新博

  ※上記取組以外に、（一社）せとうち観光推進機構の取組（瀬戸内サイクリング、瀬戸内クルーズ、瀬戸内テーマツーリズムの商品造成推進、「瀬戸内の食」ブランド化）を継続して実施

環瀬戸内海地域の交流促進に関する各県の取組状況
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観 光 地
交通拠点観 光 地

交通拠点

注意喚起看板等

注意喚起看板等
コース案内板

フットサイン

ブルーライン

サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪 【環瀬戸内海地域のスポーツ観光の振興】

取組の概要
①協議会が推奨するサイクリングコースにおいて、統一された規格による安全で快適なサイクリング環境の
整備を推進

②快適なサイクリングのため、利便性向上に向けた取組を実施（サイクルスタンドの設置 等）

③サイクリングに親しみ、地域間交流を促進させるため、サイクリングに関する広報連携を実施

①統一された規格等によるサイクリングコースの整備

整備のイメージ

効果：国内外のサイクリストが、安全・安全にサイクリングを

楽しみながら周遊できる。

②利便性向上に向けた取組を実施

効果：サイクリストが、快適にサイクリング。

事業の例（サイクルスタンドの設置）

移動式サイクルスタンドの設置

③サイクリングに関する広報連携

効果：サイクリングを中心とした地域間交流が図れる。

固定式サイクルスタンドの設置

【愛媛県・広島県】

日本最大級の自転車フェスで広報活動を実施協議会ＨＰ
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「サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪」 

推奨サイクリングコース選定基準（案） 

１．目的 

サイクリングを通じて環瀬戸内海地域の交流促進を図るため、環瀬

戸内海地域交流促進協議会が推奨するサイクリングコースを選定する

ことを目的とする。 

２．テーマ 

 環瀬戸内海地域をめぐる「おいしいサイクリング」 

・「食」をめぐることによる体においしいサイクリング 

・「歴史・文化」施設等をめぐり、体験することによる 

頭においしいサイクリング 

・「こころ」うたれる景色や施設等をめぐることによる 

心においしいサイクリング 

・「食」「歴史･文化」「こころ」のまるまる(全部)おいしいサイクリング 

３．選定基準 

 推奨サイクリングコースは、沿線上に次の①～③の施設等を結ぶ条

件に合致する「４つの輪」から選定する。 

◎施設等

①「食」

（例：道の駅、物産店、市場など）

②「歴史・文化」

（例：城跡、四国遍路、庭園、郷土資料館、美術館、焼物体験、

ガラス工芸体験など） 

③「こころ」

（例：景勝地、名所写真紹介など）

◎推奨サイクリングコース

1)「食」の輪・・・①施設等が３箇所以上

2)「歴史・文化」の輪・・②施設等が３箇所以上

3)「こころ」の輪・・③施設等が３箇所以上

4）「まるまる」の輪・・・①②③のいずれかの施設等が５箇所以上

別紙１ 
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サッカー公式試合での交流促進 【環瀬戸内海地域のスポーツ観光の振興】

取組の概要
サッカーＪリーグ公式戦の観客に対し、本州と四国間の交流促進につながるよう本協議会で取組んでいる成果等を

ＰＲすることで、本四連絡道路の利用促進に繋げる。

本四連絡道路の利用促進のためのＰＲを実施

効果：本州と四国間の交流が促進。

サッカーＪリーグ公式戦の試合会場で、観客に対し、本州と四国間の交流促進につながるパンフレットや本協議会の交流促進に

向けた取組成果等（スポーツ観光の振興、海の魅力の発信、歴史や文化のネットワーク化、食文化の発信・伝承）によりＰＲを実施

ブログ等でＰＲ

【愛媛県・広島県】

本州と四国間の交流促進につながる
パンフレットの配布等によりＰＲ

ブース出展し、ＰＲを実施

2
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インフラツーリズム 【瀬戸内海の「海」の魅力の発信】

取組の概要
○暮らしや安全を支えるインフラをはじめ、土木遺産、近代遺産、道の駅、日本風景街道、四国八十八箇

所霊場、観光施設等を巡ることにより、環瀬戸内海地域の新たな魅力を知ってもらい、一層の交流人口
の拡大につなげる。

○モデルコースの設定、現地マップの作成、協議会ＨＰや関係機関と連携し広く情報発信を行う。
○H28から香川県で試行、環瀬戸内海地域へ展開し、本四３橋を中心としたインフラツーリズムを目指す。

【香川県】

土木遺産

日本風景街道

【インフラツーリズムのイメージ】

環瀬戸内海地域において
本四３橋を中心としたインフラツーリズムを展開！

四国八十八箇所霊場

道の駅

明石海峡大橋

大鳴門橋
しまなみ海道

瀬戸大橋

土木・近代
遺産

四国
霊場

道の駅

風景
街道

瀬戸大橋●モデルコースの設定

●現地マップ作成

●協議会ＨＰ、関係
機関と連携した
情報発信

H28香川県
で試行

【インフラツーリズムに関連する取組】

大鳴門橋
うずしおウォーク
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■ （インフラツーリズム）モデルコース

○暮らしや安全を支えるインフラをはじめ、土木遺産、近
代遺産、道の駅、日本風景街道、四国八十八箇所霊場、
観光施設等を巡ることにより、環瀬戸内海地域の新たな
魅力を知ってもらい、一層の交流人口の拡大につなげる。

○モデルコースの設定、現地マップの作成、協議会ＨＰや
関係機関と連携し広く情報発信を行う。

○H28から香川県で試行、環瀬戸内海地域へ展開し、本
四３橋を中心としたインフラツーリズムを目指す。

●道の駅『恋人の聖地うたづ臨海公園』、『たからだの里
さいた』を起点にした、マップを作成中。

裏面にスタンプ欄を設け、全箇所巡った方に、特典を提
供。

●道の駅、周辺の公共施設でマップ配布（H29.1～)

『恋人の聖地うたづ臨海公園』を起点にした
モデルコースのマップ（作成中）

裏

表

2
-
1
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うたづ臨海公園

スタンプを３つ集めて、うたづ臨海公園で特典GET！

瀬戸大橋記念公園

瀬戸大橋

道の駅 瀬戸大橋記念公園

Ｎ

桃陵公園

多度津港旧外港東防波堤

国営讃岐まんのう公園
満濃池

★
宇多津町

（おもて面の地図位置）

丸亀城

乃生岬

海面から175ｍの塔頂へ登ることがで
きる「瀬戸大橋スカイツアー」や「瀬戸
大橋見学会」が開催されています！！
詳細は本四高速ＨＰへ 綺麗な海と空、そして瀬戸大橋が岡山県ま

で続いているのが良く見える絶景スポット！
夕暮れ時にドライブするのがおすすめです。

明治時代に建設された港。歴史的価値が
認められ、土木遺産として選奨されていま
す。

県が整備した急傾斜地崩壊対策施
設も見られる県内有数の桜の名所
です。

瀬戸大橋完成に至るまでの全てがわかる資料
館は、無料で見ごたえたっぷり！広々とした芝
生広場もあり、ご家族皆さんで楽しめます！
休館日：毎週月曜日 営業時間： 9:00～17:00 

宇多津駅
（改札の駅員さんに声を掛けてください）

★２種類あるので、お好きな方を押してください★

讃岐醤油画資料館
世界の名画を醤油のみで描いた絵画等の鑑賞
ができます。
開館日：火、木、土（日祝休み）
営業時間：10:00～16:00 入館料：200円

うたづ臨海公園 からの所要時間
（車での移動）

丸亀城 １０分

瀬戸大橋記念公園 １５分

讃岐醤油画資料館 １５分

多度津港旧外港東防波堤 ２０分

桃陵公園 ２０分

乃生岬 ２５分

国営讃岐まんのう公園 ３５分

満濃池 ３５分

（うたづ海ホタル内に設置） （瀬戸大橋記念館入口付近に設置）

少し足を伸ばしてくださいね♪

国営讃岐まんのう公園
四国で唯一の国営公園で平成10年の第一期開園
（80ha）から15年を経て、平成25年に全面開園
（350ha）を迎えました。年間を通して多様な植物が鑑
賞できるほか、グルメ、音楽、マラソンなどさまざまな
イベントが開催されています。
休園日：毎週火曜日 入園有料

満濃池

日本最大の農業用ため池で、空海が修築したことで
も有名です。毎年６月の田植え前の池の取水栓抜き
である「ゆる抜き」は、日本の音風景100選に選ばれ
ています。

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図50mメッシュ（標高）及び基盤地図情報を使用した。（承認番号 平26情使 第52号）

満濃池まんのう公園

ちょっと足を伸ばして見に行こう！
～宇多津周辺の土木施設ほか見どころMAP～

築城400年を超える、丸亀市のシンボル！日本
一高い石垣（総高60m）は扇の勾配と呼ばれて
います。
天守 入場料：大人 200円、小人（小・中

学生） 100円
観覧時間：9:00 16:30（入城は16:00まで）

スタンプが３つそろったら、うたづ臨海公園の●●●でこの紙をお見せください

一般財団法人日本デジタル道路地図協会のデータベースを使用

店舗確認欄
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たからだの里さいた 宝山湖 香川用水記念公園
（管理棟入口にスタンプ設置）

豊稔池

詫間海軍航空滑走台 多度津港旧外港東防波堤

国営讃岐まんのう公園
満濃池

国営讃岐まんのう公園
四国で唯一の国営公園。平成10年の第一期開園（80ha）から15年
を経て、平成25年に全面開園（350ha）を迎えました。年間を通して
多様な植物が鑑賞できるほか、グルメ、音楽、マラソンなどさまざ
まなイベントが開催されています。
休園日：毎週火曜日 入園有料

満濃池

日本最大の農業用ため池で、空海が修築したことでも有名です。
毎年６月の田植え前の池の取水栓抜きである「ゆる抜き」は、日本
の音風景100選に選ばれています。

★

三豊市財田町
（おもて面の地図位置）

旧海軍水上機基地としての
特徴をよく示す滑走台が良好
な状態で現存され、土木遺産
として登録されています。

日本最初期のマルチプル式アーチダム造
堰堤で国の重要文化財に指定されていま
す。年間を通して観光客が多く訪れます。

たからだの里さいた からの所要時間
（車での移動）

満濃池 ２０分

国営讃岐まんのう公園 ２５分

琴弾公園 ３０分

豊年池堰堤 ３０分

詫間海軍航空隊跡 ４０分

多度津港旧外港東防波堤 ４５分

琴弾公園

公園内有明浜から見る夕日は「日本
の夕日100選」にも選ばれており、ラ
イトアップされた銭形砂絵とのコント
ラストはとても幻想的です。
ライトアップ時間：日没～22:00まで

新猪ノ鼻トンネル（仮称）
工事現場

国道32号猪ノ鼻道路では平成32年度の全線開通に向けて、新猪ノ鼻ト
ンネル（仮称）の掘削が始まりました。平成28年8月から平成29年3月ま
で月一回、試し掘りで発生した岩を使って化石を探す自然観察会が行
われています。

トンネル見学申込・お問合せは香川河川国道事務所工務第二課まで
TEL087-821-1620（平日のみ）（H28.11～H31.8）

スタンプを３つ集めて、たからだの里さいたで特典をGET！！

宝
山 （スタンプがあることは確認済

インクが古く、押せなかった）

（スタンプはあるがインクが乾いている）

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図50mメッシュ（標高）及び基盤地図情報を使用した。（承認番号 平26情使 第52号）

明治時代に建設された港で、歴史的価値が認め
られ、土木遺産として選奨されています。

Ｎ

満濃池まんのう公園

ちょっと足を伸ばして見に行こう！
～財田周辺の土木遺産ほか見どころMAP～

スタンプが３つそろったら、たからだの里さいたの●●●でこの紙をお見せください

一般財団法人日本デジタル道路地図協会のデータベースを使用

店舗確認欄
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■ （インフラツーリズム）モニターツアー

【取組み概要】

土木構造物を観光資源化とするインフラツーリズムの取り
組みの可能性や課題を検証するため、本四架橋見学と世界
最大級の橋梁である本四架橋や土木遺産などを観光資源と
したモデルコースによるモニターツアーを、国土交通省及び
本四連絡高速㈱の協力により実施。

【内容】

日時：平成28年12月1日（木）8:30～17:00

見学先：北備讃瀬戸大橋主塔、石の民俗資料館、庵治石の
山地区採石場ほか

本四架橋見学は、本四連絡高速(株)、屋島・牟礼周辺につ
いては風景街道の方々のご協力による案内。

モニターは旅行関連企業の方を対象として、商品化の可能
性（ニーズなど）や課題を収集。

瀬戸大橋登頂日本風景街道

2
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坂出JCT 

高松中央IC 

さぬき三木IC 

④庵治石大丁場 

③石の民俗資料館 

道の駅 
源平の里むれ 

A.獅子の霊験展望台 
B.屋島村道路元標 

C.イサム・ノグチ 
庭園美術館 

D.むれ源平 
石あかりロード 

①北備讃瀬戸大橋（与島ＰＡ） 
 アンカレイジ（橋台）、主塔塔頂の見学 

②石舟のアーチ橋＋川島町道路元標 

②獅子の霊厳展望台＋屋島村道路元標 

⑤むれ源平石あかりロード 
③石の民俗資料館 

④庵治石 
野山地区採掘場 

道の駅 
うたづ臨海公園 

普段は見られない！世界最大級の橋から見る 
瀬戸の絶景と花崗岩のダイヤの産地を巡る旅 
 

■ ツアー概要 

 瀬戸内を舞台とした過去から現代までの土木技術を
体感し、四国の歴史・文化、美しい自然との調和を感
じるツアーとする。 
 最初に訪れる瀬戸大橋では、普段立ち入ることがで
きない、JR瀬戸大橋線が真横を駆け抜ける管理用通路
や、海面から175mの塔頂を訪れることで、土木施設
の雄大さ・技術の高さと、瀬戸大橋からの美しい瀬戸
の絶景を体感。 
 その後は、「花崗岩のダイヤ」とも呼ばれる世界有
数の石材・庵治石の産地である牟礼を訪問し、古くか
ら土木技術に欠かせない石材をテーマに、石切場、石
材加工工場を巡り、熟練した石職人の技を堪能する。 

国登録有形文化財。元は綾
歌郡国分寺町新名石舟の金
毘羅街道に架かっていたが、
「四国村」内に移築された。
径間約３メートルのアーチ
の太鼓橋である。 

石舟のアーチ橋・川島町道路元標（「四国村」内） 

大正8年の旧道路法において、
道路の起点として各市町村
に１つ置くと定められた道
路元標のひとつ。かつての
香川県木田郡川島町に存在
したが、現在は「四国村」
内に移設。 

「石匠の里公園」内に所在。世界的銘
石“庵治石”の産地・牟礼町の石工達の
知恵と技術を伝える資料館。大正末期
から昭和初期の石の切り出し、運搬、
加工の風景をジオラマで再現。 

牟礼町と庵治町は平安時代から用いられ
てきた最高級石材の庵治石の産地であり、
両町にまたがる五剣山の麓で採掘・加工
が行われている。 
水晶と同じ硬度を誇る庵治石は耐久性に
優れ、細かな彫刻等に適するが、それ故
に加工は難しく、熟練した技術を要する。 

③石の民俗資料館 ④庵治石野山地区採掘場 

■見学ポイント―オプション案― 

屋島の頂上にある絶景の展望台。左手の方
に高松市街、中央に瀬戸大橋、右手の方に
男木島、女木の島々を眺めることができる。
屋島村道路元標は、屋島寺の仁王門前に所
在。 
 
 

②獅子の霊厳展望台＋屋島村道路元標 

B.屋島村道路元標 

イサム・ノグチ庭園美術館 

⑤むれ源平石あかりロード 

1969年に牟礼町にアトリエと住居を構
え、以降20年余りの間、NYを往き来し
ながら制作に励んだイサム・ノグチの遺
志を実現して開設された。 

町内外の有志による「むれ源平まちづ
くり協議会」の発案で始まった、源平
にまつわる史跡をつなぐように石の灯
篭を設置しライトアップするイベント
が毎年8月～9月にかけて行われている。 

岡山県倉敷と香川県坂出市を結ぶ道
路・鉄道併用の橋。ルートは道路
37.3㎞、鉄道32.4㎞で、海峡部9.4
㎞に架かる６つの橋梁から成る。今
回は坂出市与島～三つ子島を結ぶ北
備讃瀬戸大橋を見学。 

①北備讃瀬戸大橋（与島ＰＡ） 

注： 午後の行程は、四国風景街道協議会の活動団体との調整に 
  より変更予定 

■ テーマ 

■ ツアー概要 

■ ツアースケジュール（案） 

■ 見学ポイント（案） 

スタート・ゴール： 
サンポート 

時間 内容 

8:30 
サンポート出発 
バス移動（高松西ICより高松自動車道経由） 

9:30 ①与島PA着、北備讃瀬戸大橋見学 

11:00 バス移動（高松自動車道経由） 

12:00 昼食（屋島周辺） 

12:55 ②獅子の霊厳展望台・屋島村道路元標 見学 

13:30 ③石の民俗資料館 

14:30 ④庵治石野山地区採掘場（中村節朗石材） 

15:15 
⑤石材加工工場見学 
（むれ源平石あかりロード） 

16:15 ⑥洲崎寺 

16:30 解散場所へ出発 

17:00 サンポートにて解散 

■ツアールート周辺の土木構造物 

岩屋架道橋 四国横断自動車道高松西IC～
高松東IC 

町東部に位置する旧讃岐鉄道の施設。橋
長５．９ｍ、単線仕様の小規模な石造単
アーチ橋。 

2003年度土木学会デザイン賞受賞。圧
迫感を抱かせず、ミニマルな機能美が獲
得されている。 

四国横断自動車道 
高松西IC～高松東IC 

※１：土木学会編『日本の近代土木遺産―現存する重要な
土木構造物2800選―』掲載の土木構造物のうち、
道路に関連するもの。 

※２：田中賞（昭和47（1972）～平成24（2012）年度）、土木
学会デザイン賞（平成14（2002）～平成22（2010）年
度）受賞作品 

 

道の駅 
瀬戸大橋記念公園 

道の駅 
源平の里むれ 

高松西IC 

⑥洲崎寺 

源氏軍が負傷兵を運び込んだと
いう古寺。義経の身代わりとな
り討死した佐藤継信の亡骸は本
堂の扉に乗せられて源氏の本陣
があった瓜ヶ丘まで運ばれたと
いわれ、継信の菩提寺となって
いる。 

⑥洲崎寺 2
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瀬戸内海国立公園ウォーク 【瀬戸内海の「海」の魅力の発信】

取組の概要
○日本で最初の国立公園に指定された瀬戸内海国立公園の関係各県の展望地等でウォーキングを実施する。
○瀬戸内海の魅力体験に繋がる各県のウォーキングイベントを、協議会のホームページにまとめて掲載し、

環瀬戸内海交流促進協議会として一体的にＰＲする（広報連携）。
○各地域のウォーキング協会等に協力を仰ぎ、自然や歴史、見どころなどをガイドしながら瀬戸内海国立

公園により親しんでいただくとともに、協議会ホームページ上に地域情報（観光・宿泊情報等）を提供
することで観光・宿泊を含めた参加プランを提案する。

既存の取組（事例）
●屋島ウォーク（毎年３月１６日開催）
瀬戸内海国立公園が指定された３月１６日に毎年開催。
第７回となるＨ２８年は１２７名が参加。瀬戸内海国立公園
ガイドマップ「屋島の自然」を発行し、ウォーク参加者に配布。

新規の取組
●協議会ＨＰ等を活用した広報連携
各県にて開催されるウォーキングイベントから瀬戸内
海の魅力体験に繋がるものを取り上げ、ＨＰ掲載等の
広報手段を活用し、協議会として一体的にＰＲする。

【香川県・岡山県】

●瀬戸大橋スカイツアー（毎年春・秋２回開催）
瀬戸大橋をより身近に体験し瀬戸内海のパノラマ風景を堪
能してもらうため、普段立ち入ることのできない管理用通路
や海面から１７５mの塔頂に、一般の当選者1180名（応募総
数12,280名）を案内。
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■ （国立公園ウォーク）2016年春・秋 瀬戸大橋スカイツアー

春と秋に瀬戸大橋線が真横を駆け抜ける管理用通路や、
海面から175mの瀬戸大橋の塔頂など、一般の方が普段

立ち入ることができない施設内を案内するツアー

（参加者：定員150名/日）

1. 開催日

平成28年5月21日（土）、22日（日）、28日（土）、29日（日）

平成28年10月15日（土）、16日（日）、22日（土）、23日（日）

2. 参加者

【春】参加人数588人（応募倍率12.1倍）

当選者地域：中四国、関西、関東、中京など

【秋】参加人数592人（応募倍率8.3倍）

当選者地域：中四国、関西、関東、九州など

2
-
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■ （国立公園ウォーク）2016年春・秋 瀬戸大橋スカイツアー

【取組み状況】

・応募人数は平成27年度に引き続き、12,000人超であった。

・北海道から沖縄まで全国各地より応募されている。

・今年度より当選者のキャンセルがあった場合、定員数まで

当日受付を実施し、参加率の改善を図っている。

【スカイツアー応募状況（春・秋合計）】

平成26年度 平成27年度 平成28年度

応募人数 10,053人 12,346人 12,280人

【ツアーの様子】

管理路

ツアー事前説明

塔頂風景

2
-
2
2



歴史的遺産のネットワーク構築とＰＲ 【環瀬戸内海地域の歴史や文化のネットワーク化】

取組の概要
○環瀬戸内海地域の現存する木造天守やその近隣の史跡などの歴史的遺産を巡るモデルルートを設定。
○協議会や各県のＨＰ及び旅行会社等で広く発信することにより、環瀬戸内海地域の交流人口の拡大を

図る。

【高知県】

■凡例
●●城：現存天守が残る城
●●城：城跡、復元天守等

【現 存 天 守 ６ 城 を １ 泊 ２ 日 で 巡 る 旅】

◆モデルコース①

【１日目】

中国自動車道「中国池田ＩＣ」＝（中国自動車道→播但連絡道路）＝
姫路城＝（播但連絡道路→瀬戸中央自動車道→高松自動車道）＝丸亀城＝
（高松自動車道→高知自動車道）＝高知市泊

宿泊地＝高知城＝（高知自動車道→徳島自動車道）＝

徳島城跡（徳島城博物館）＝（徳島自動車道→神戸淡路鳴門自動車道）

＝洲本城跡＝（神戸淡路鳴門自動車道→中国自動車道）＝「中国池田ＩＣ」

【２日目】

◆モデルコース②

【１日目】

中国自動車道「中国池田ＩＣ」＝（中国自動車道→岡山自動車道）＝
備中松山城＝（岡山自動車道→山陽自動車道）＝福山城＝（西瀬戸自動車道）

＝今治城＝松山市泊

【２日目】

宿泊地＝伊予松山城＝（松山自動車道→宇和島道路）

＝宇和島城＝（宇和島道路→松山自動車道）＝大洲城＝

（松山自動車道→瀬戸中央自動車道→中国自動車道）＝「中国池田ＩＣ」

【その他の地域の現存天守】
・国宝指定

松本城（長野県）、犬山城（愛知県）、彦根城（滋賀県）、松江城（島根県）
・重要文化財指定

弘前城（青森県）、 丸岡城（福井県）

協議会・各県ＨＰ ＳＮＳパンフレット

発信 発信 発信

（情報発信ツールやスタンプラリー等のイベントの実施については今後検討を行う。）

高松城跡

2
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■歴史的遺産のネットワーク構築とＰＲ

◆平成２８年度までの取り組み内容

②広報資料を活⽤したＰＲ

○現存⽊造天守等の史跡の紹介、モデルルートの設定、ＰＲ
①広報資料の作成

▼各施設を巡るモデルルート
の紹介

▼各施設の歴史や開館情報
などを掲載

③四国ツーリズム創造機構と連携した旅⾏会社に向けたＰＲ

・各県庁及び県庁出先機関（⼤阪事務所等）
道の駅、本四⾼速のＳＡＰＡ、
⺠間店舗 等にて
広報資料（２，０００部）を配布

四国ツーリズム創造機構が⾏う旅⾏会社に向けた
商談会（参加⼈数約２５０名）にて、広報資料を
活⽤したＰＲを実施

（右）⼤阪会場での商談会
１０⽉１２⽇
ホテルグランヴィア⼤阪
にて開催

▲

（左）東京会場での商談会
９⽉２９⽇
第⼀ホテル東京にて開催

▲⺠間店舗における情報発信
（イオンモール⾼知 等）

▲県庁での広報資料配布
（⾼知県庁県⺠室）

2
-
2
5



愛 媛 県

■歴史的遺産のネットワーク構築とＰＲ

○「志国 ⾼知幕末維新博」の会場やイベントと連携したＰＲ
・「志国 ⾼知幕末維新博」

⼤政奉還から１５０年にあたる平成２９年、明治維新から１５０年にあたる平成３０年の２年間で、歴史を中⼼とした博覧会
を⾼知県内で開催。

■開催期間
第⼀幕：平成２９年３⽉４⽇〜平成３０年３⽉３１⽇（予定）
第⼆幕：平成３０年４⽉１⽇〜平成３１年３⽉３１⽇（予定）

■開催場所
□メイン会場 □サブ会場
⾼知県⽴⾼知城歴史博物館 ⾼知県⽴坂本⿓⾺記念館 こうち旅広場
（2017年３⽉４⽇⼀般公開開始） （2018年４⽉リニューアルオープン） （2017年春リニューアルオープン）

■関連イベント

「志国 ⾼知幕末維新博」で開催されるイベントや、各会場と連携したＰＲを実施

⼟佐藩主⼭内家の資料（約６７，０００点）
を収蔵し、期間ごとに⼊れ替えて展⽰。
博覧会期間中は⼤政奉還や明治維新に関す

る特別企画展を開催予定。

◆平成２８年度の取り組み内容(今後の取り組み)

既存館は体験型展⽰室やカフェなどを整備
し、リニューアル。また既存館の隣に新館を
整備し、展⽰室を拡⼤。
博覧会期間中は明治維新に関する企画展や

開館記念特別展⽰を開催予定。

博覧会をはじめ、観光総合案内所と
して情報発信を⾏う。

□地域会場
県内の観光施設等を活⽤し、県内

計２０箇所に設置。

メイン会場近隣にてオープニングイベントを開催し、博覧会のＰＲを⾏う。第⼀幕のオープニングイベントは３⽉４⽇に開催。
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淡路島

小豆島

日本海

岡山岡山

広島広島

山口山口

高知高知

高松高松

徳島徳島

徳島県

岡山県岡山県

鳥取県 兵庫県

大阪府

兵庫県

広島県

大分県

高知県愛媛県

香川県

鳥取鳥取松江松江
中国自動車道中国自動車道

山陽自動車道山陽自動車道

山陽自動車道山陽自動車道

瀬戸中央
自動車道
瀬戸中央
自動車道

西瀬戸
自動車道
西瀬戸
自動車道

岡山自動車道岡山自動車道

徳島自動車道徳島自動車道

高松自動車道高松自動車道

松山自動車道松山自動車道

中国自動車道中国自動車道

大分自動車道大分自動車道

高知自動車道高知自動車道

東九州自動車道東九州自動車道

琵琶湖琵琶湖

若狭湾若狭湾
円山川円山川

大津大津

京都京都

大阪大阪
神戸神戸

和歌山和歌山

奈良奈良

舞鶴若狭自動車道舞鶴若狭自動車道

西名阪自動車道西名阪自動車道
神戸淡路鳴門
自動車道
神戸淡路鳴門
自動車道

現存天守６城を1泊2日で  巡る旅現存天守６城を1泊2日で  巡る旅

※道路事情等により、1泊2日ではモデルコースのとおり巡れない場合がございます

四国経済連合会　中国経済連合会
兵庫県　岡山県　広島県　徳島県　香川県　愛媛県　高知県
国土交通省 四国運輸局　国土交通省 中国地方整備局
国土交通省 四国地方整備局　本州四国連絡高速道路（株）

　⇒詳細は　http://kanseto.jp/

［環瀬戸内海地域交流促進協議会］
◆お問い合わせ先
　◇事務局＜協議会に関すること＞
　　国土交通省 四国地方整備局 道路計画課
　　　電話 087-811-8322
　　本州四国連絡高速道路株式会社
　　　電話 078-291-1000

◇「環瀬戸内海の歴史や文化の
　　　　　　　　　ネットワーク化」担当
　＜本チラシに関すること＞
　　高知県土木部道路課
　　　電話 088-823-9834
　　※各城の詳細については裏面の
　　　「問合せ先」へご連絡をお願いします。

松山松山

中国自動車道「中国池田ＩＣ」＝（中国自動車道→播但連絡道路「花田IC」）＝　　姫路城＝（播但連絡道路→
瀬戸中央自動車道→高松自動車道「坂出IC」）＝　　丸亀城＝（高松自動車道→高知自動車道「高知IC」）＝高知市泊
　
宿泊地＝　　高知城＝（高知自動車道→徳島自動車道「徳島IC」）＝徳島城跡（徳島城博物館）＝
（徳島自動車道→神戸淡路鳴門自動車道「洲本IC」）＝洲本城跡＝（神戸淡路鳴門自動車道→中国自動車道）＝「中国池田ＩＣ」

モデルコース①　

モデルコース②　
中国自動車道「中国池田ＩＣ」＝（中国自動車道→岡山自動車道「賀陽IC」）＝　　備中松山城＝（岡山自動車道→
山陽自動車道「福山東IC」）＝福山城＝（西瀬戸自動車道「西瀬戸尾道IC」→「今治北IC」）＝今治城＝松山市泊
　
宿泊地＝　　伊予松山城＝（松山自動車道「松山IC」→宇和島道路「宇和島朝日IC」）＝　　宇和島城＝（宇和島道路→
松山自動車道「大洲北只IC」）＝大洲城＝（松山自動車道「大洲IC」→瀬戸中央自動車道→中国自動車道）＝「中国池田ＩＣ」

【地図凡例】

【コース凡例】

宇和島城 伊予 松山城 備中 松山城高知城 姫路城丸亀城

１日目

2日目

１日目

2日目

　日本の中で江戸時代までに建造された城のうち、天守が現存しているのはわずか１２城。
　そのうち「環瀬戸内海地域」には、なんと６城が現存しています！
　そのほかにも、現代において復元されながらも築城の時代を偲ばせる名城や史跡がたくさんあります。
　風光明媚な瀬戸内海を渡って、現存天守６城全てを巡り、約４００年前の築城時代に思いを馳せてみては？

徳島城跡
（徳島城博物館）

洲本城跡

今治城

福山城

大洲城

宇和島城宇和島城

高知城高知城

姫路城姫路城

伊予 松山城伊予 松山城

備中 松山城備中 松山城

丸亀城丸亀城

現存天守が残る城

復元、復興、模擬天守

城跡

モデルコース①
モデルコース②
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太平洋太平洋

名古屋名古屋

東海北陸自動車道東海北陸自動車道

ここにも寄りたい！道中のお城

◎HP : http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/fukuyamajo//
　徳川幕府から西国鎮護の拠点として、譜代大名水野勝成が元和5（1619）年備後10万石の領主
として入府し築いた城。
　明治6（1873）年に廃城となり、多くの城の建物が取り壊され、更に昭和20（1945）年
8月の空襲により天守閣と御湯殿も焼失。その後昭和41（1966）年の秋に市制50周年
事業として天守閣と御湯殿、月見櫓が復元され、天守閣は福山市の歴史を伝える博物館
として藩主の書画・甲冑などを展示。

環瀬戸内海地域の現存天守６城
◎開城時間 ：午前9時～午後4時（閉門は午後5時）
　　　　　 ※4/27～8/31は午前9時～午後5時
　　　　　　　　　　　　　　（閉門は午後6時）
◎休城日 ：12月29日、30日
◎料金 ：大人（18歳～） 1,000円
　　　 小人（小、中、高）  300円
◎ＨＰ：http://www.city.himeji.lg.jp/guide/castle.html
◎問合せ先 ：079-285-1146（姫路城管理事務所）
◎駐車場 ：大手門駐車場（有料）ほか
◎アクセス ：播但連絡道路　花田ICから約15分
　　　　   国道2号姫路バイパス姫路　南ランプ　
　　　　     から約15分

　奈良の法隆寺とともに日本初の世界文化遺産に登録された姫路城。
　白漆喰総塗籠造の白壁から「白鷺城」の名で親しまれ、シラサギが羽を広げた
ような優雅な姿で街を見下ろしている。
　現在の姫路城は、慶長14（1609）年に建築されたものであるが、平成21年
度から26年度まで、姫路城大天守保存修理事業（平成の修理）によっ
て建築時の美しい姿が再現されている。

◎開館時間 ：午前9時～午後4時30分（入館は午後4時まで）
◎休館日 ：無休
◎料金 ：大人200円、小人（小中学生）100円
◎問合せ先 ：0877-22-0331（丸亀市観光協会）
◎HP ： http://www.city.marugame.lg.jp/
             sightseeing/spot/01.html
◎駐車場 ：丸亀城内、資料館南側（無料）ほか
◎アクセス ：高松自動車道　善通寺IC・坂出ICから
　　　　　 約20分

　高さ日本一の石垣に鎮座して400年の
歴史を刻む丸亀城。内堀から天守にかけ

て4層に積み重ねられた石垣は、約60メートルと日本一の高さを誇り、「扇の勾
配」と呼ばれる特徴的で見事な曲線を描く。
　近世城郭は豊臣秀吉政権下に讃岐17万石を与えられた生駒正親が慶長2
（1597）年、高松城の支城として築いたことが始まり。暗色の石垣と鮮やかなコ
ントラストを奏でる白亜の天守は、全国でも珍しい木造天守である。

◎開城時間 ：４月～9月　午前9時～午後5時30分
　　　　　 10月～3月　午前9時～午後4時30分
◎休城日 ：12月29日～1月3日
◎料金 ：大人300円、小人（小中学生）150円
◎HP ：http://takahasikanko.or.jp/ 
◎問合せ先 ：0866-22-1487（備中松山城管理事務所）
◎駐車場 ：城見橋駐車場（無料）
　　　　　駐車場から有料のシャトルバス運行
　　　　　（土日・祝、繁忙期）
◎アクセス ：岡山自動車道　賀陽ICから車で20分

◎開城時間 ：2月～7月
　　　　　　9月～11月 午前８時30分～午後５時30分

　　　　　　8月 午前８時30分～午後6時
　　　　　   12月～1月 午前８時30分～午後5時
◎休城日 ：12月第3水曜日
◎料金 ：大人510円、小人（小学生）150円
◎問合せ先 ：089-921-4873（松山城総合事務所）
◎HP ：http://www.matsuyamajo.jp/
◎駐車場 ：松山城駐車場（有料）
◎アクセス ：松山自動車道　松山ICから車で約20分

　日本で最後の完全な城郭建築（桃山文
化様式）として、21棟の建造物が国の重要文化財に指定。大天守、小天守、隅櫓
を互いに結び、武備に徹した天守建造物群は「日本三大連立式平山城」に数え
られる。
　司馬遼太郎著『坂の上の雲』の序文で文学都市松山の象徴として描
かれるなど、松山市のシンボルとして親しまれている。

◎開館時間 ：4月～9月　午前9時～午後5時
　　　　　   10月～3月　午前9時～午後4時
◎休館日 ：無休
◎料金 ：大人200円、小人（小中学生）100円
◎問合せ先 ：0895-49-7033
                     （宇和島市文化・スポーツ課）
◎HP ：http://www.city.uwajima.ehime.jp/
             site/uwajima-jo/ujoushiro.html
◎駐車場 ：城山下駐車場（有料）
◎アクセス ：一般国道56号宇和島道路　宇和島朝日
　　　　　 ICから車で約4分

　宇和島湾に面した場所に不等辺五角
形の縄張りで築かれ、築城の名手と名高い藤堂高虎による優れた築城術が活か
された堅城であった。
　巨大な石垣を横目に急な石段を登って行くと、山頂には当時のままの三層三
階の天守が鎮座する。天守内部は木の味わいが残り、遠く宇和島湾と
宇和島の町並みを一望できる。

◎徳島城博物館
◎開館時間：午前9時30分～午後５時
　　　　　 （入館は午後4時30分まで）
◎休館日 ：月曜日（祝日の場合は開館）
　　　　  祝日の翌日（日曜・祝日の場合は開館）
　　　　  年末年始（12月28日～1月4日）
◎料金 ：一般300円、高校生･大学生200円
　　　  中学生以下無料
◎問合せ先 ：088-656-2525（徳島城博物館）
◎駐車場 ：徳島中央公園東側駐車場（有料）
◎アクセス ：徳島自動車道　徳島ICより車で約10分

◎HP ：http://www.city.tokushima.tokushima.jp/johaku/index.shtml
　徳島市の中央にそびえる城山は、形がイノシシに似てることから「猪の山」といわれ、ま
た、その地勢が中国の謂水の風景に似ているので「謂津」とも名付けられた。
この城は細川頼之が築城したが、その後、三好・長宗我部を経て天正13
（1585）年に蜂須賀家政が入り、これを修築し阿波の本拠となった。南東に、
復元された鷲の門や木橋に架け替えられた数奇屋橋、徳島城博物館などか
ら、昔日の面影をしのぶことができる。

◎開館時間 ：午前9時～午後５時
◎休館日 ：12月26日～1月1日
◎料金 ：大人（18歳以上）420円、18歳未満無料
◎問合せ先：088-824-5701（高知城管理事務所）
◎HP ： http://kochipark.jp/kochijyo/
◎駐車場 ：高知公園駐車場（有料）
◎アクセス ：高知自動車道　高知ICから車で約15分

　日本で唯一本丸の建築群が全て現存
する近世城郭。「日本三大夜城」の一つ。 
　もともとこの場所には南北朝時代に築

かれた大高坂城があり、戦国時代には長宗我部元親が岡豊城より移り居城とし
ていた。 
　しかし、治水に難儀し、わずか３年で元親は本拠を浦戸へ移転。その後関ヶ原
の戦の功績で入国した山内一豊がこの地を城地と定め、慶長６（1601）年秋か
ら築城をはじめた。享保12（1727）年の大火で一部の建物を残し消
失。現在の天守は20年以上の歳月をかけて再建されたもの。

◎開館時間：9月～3月
　　　　　 　午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで） 
　　　　　  4月～8月
　　　　　 　午前9時～午後6時30分（入館は午後6時まで）
◎休館日 ：月曜日（休日の場合は翌日）、年末12/28～12/31
◎料金 ：大人200円（高校生以下無料）※特別展期間は別途定めます
◎問合せ先 ：084-922-2117（福山城博物館）
◎駐車場 ：ふくやま美術館、ふくやま文学館駐車場（有料）
◎アクセス ：山陽自動車道　福山西ICもしくは福山東ICから
　　　　　 車で約20分
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標高430ｍの臥牛山頂上付近に建つ天守
は、国の重要文化財で、現存天守を持つ山城としては最も高い所にあり、「日本三大
山城」にも数えられる。鎌倉時代、秋庭重信が大松山に城を築いたのを起源とし、天
和3（1683）年に水谷勝宗によって３年がかりで修築され、今の天守の姿となった。
　登城坂の周囲は、高さ10ｍ以上の巨大で切り立った岩壁がそびえ、”難
攻不落の名城”の面影を感じられる。白い漆喰塗りの壁と黒い腰板のコン
トラスト、空の青に映える美しい天守。秋には大手門跡付近の木々が紅葉
し、岩壁が燃えるような朱色に覆われる景色は圧巻。

※各施設については問い合わせ先へご連絡をお願いします。　※開城時間等は予告なく変更となることがあります。あらかじめご了承ください。

◎立ち寄りスポット：西の丸長局（百間廊下）・兵庫県立歴史博物館 ◎立ち寄りスポット：八重籬神社・高梁市歴史美術館・武家屋敷（旧折井家・旧埴原家）

◎立ち寄りスポット：丸亀市立資料館・中津万象園 ◎立ち寄りスポット：二之丸史跡庭園・道後温泉本館・萬翠荘

◎立ち寄りスポット：伊達博物館・天赦園・和霊神社 ◎立ち寄りスポット：山内神社・旧山内家下屋敷長屋展示館
　　　　　　　　  高知県立高知城歴史博物館（2017年春開館予定）
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文化芸術ネットワークの推進 【環瀬戸内海地域の歴史や文化のネットワーク化】

取組の概要
○「せとうち美術館ネットワーク」参加施設の展覧会情報の紹介や新たなモデルルートの設定などにより、
文化芸術の輪の拡大

○本四高速が実施している「せとうち美術館ネットワーク」を活用・充実し、環瀬戸内海地域の文化芸術のネット
ワーク化を支援

「文化芸術巡り（仮称）」

○「せとうち美術館ネットワーク」参加施設の展覧会情報の紹介や
新たなモデルルートの設定などにより環瀬戸内海地域における
文化芸術の輪を拡大し、交流人口の拡大を図る。

「せとうち美術館ネットワーク」の充実

○本四高速が実施している「せとうち美術館ネットワーク」
を活用・充実し、文化芸術ネットワーク化の支援

【せとうち美術館ネットワーク】
○平成20年10月より、瀬戸内地域の文化芸術面の魅力発信の
支援を目的に発足（当初６施設 → 現在62施設）

〇参加美術館の紹介と割引券をセットにした冊子を作成
○美術館めぐりでお支払いいただいた文化施設の観覧料が
実質５割引となるように図書カードでの還元やスタンプを
集めれば参加施設のオリジナルグッズをプレゼントする
「せとうち美術館ラリー」を実施中

〇「せとうち美術館サミット」や「橋を渡って親子でアート
鑑賞」等を開催

【高知県・本四高速】
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文化芸術ネットワークの推進 【環瀬戸内海地域の歴史や文化のネットワーク化】
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平成28年１月より、せとうち美術館ネット
ワークＨＰに、参加施設の展覧会情報
を掲載

各期合計 年度合計 各期合計 年度合計

第1期 2008 秋冬 2,970 2,970 36,226 36,226

第2期 春夏 11,166 101,926

第3期 秋冬 7,783 99,481

第4期 春夏 11,147 125,978

第5期 秋冬 10,195 99,033

第6期 春夏 13,093 86,320

第7期 秋冬 6,207 64,715

第8期 春夏 9,204 88,321

第9期 秋冬 8,545 88,779

第10期 春夏 10,468 119,837

第11期 秋冬 8,106 104,900

第12期 春夏 8,386 132,884

第13期 秋冬 7,900 132,184

第14期 春夏 11,477 159,995

第15期 秋冬 10,380 170,537

第16期 2016 春夏 12,121 12,121 209,114 209,114
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151,035

177,100

224,737

265,068

330,5322015

201,40718,949

21,342

19,300

17,749

18,574

16,286

21,857

225,011

共通割引券利用者数 HPアクセス数
時期

合計

2009

2010

2011

2012

2013

20142
-
3
1



文化芸術ネットワークの推進 【環瀬戸内海地域の歴史や文化のネットワーク化】

せとうち美術館サミット
(年１回開催)

せとうち美術館ネットワーク
特別講演会 (年１回開催)

橋を渡って親⼦でアート鑑賞(年２回実施)

「せとうち美術館ラリー」、「せとうち美術館サミット」等の活性化策を実施
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あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア（仮称）【環瀬戸内海地域における食文化の発信・伝承】

取組の概要
○平成27年3月、「四国のへそ」吉野川ハイウェイオアシスや道の駅「藍ランドうだつ」等でグルメフェアを開催。
県外の「道の駅」の関係者にも声をかけ、環瀬戸内海地域の交流の場に「四国のへそ」を活用

○徳島県「にし阿波～剣山・吉野川観光圏」において、環瀬戸内海地域のグルメが参集するフェアの
平成２８年度開催を目指し、環瀬戸内海地域の「食の魅力」を発信する。

○各地域の食イベント等に併せて、通年で食に関するパネル展を開催

【徳島県・兵庫県】

地域連携イベント（グルメフェア）

環瀬戸内海地域の魅力ある食文化を継続的に広く発信していくことで、
各地への観光誘客を図り、交流人口の増加につなげていく。

環瀬戸内海地域のグルメが参集するフェアを開催

【連携2】大鳴門橋開通30周年記念事業

【連携1】淡路花博2015花みどりフェア

・「淡路まんぷく食堂」「ひょうご五国のめぐみｷｯﾁﾝｽﾀｼﾞｱﾑ美食の饗宴」等

【参考】神戸・鳴門ルートを中心とした連携事業を実施【交流促進】

・海峡「食のダービー」

・平成27年3月、「四国のへそ」吉野川ハイウェイオアシスや道の駅
藍ランドうだつ等でグルメフェアを開催

・平成28年度、徳島県「にし阿波～剣山・吉野川観光圏」における
地域イベントと連携したグルメフェアの開催を目指す。

・各地域の食イベント等に併せて、通年で食に関するパネル展を開催

食の魅力発信

環瀬戸内海地域の各地でパネル展を開催

あつまれ「四国のへそ」とくとくフェアの開催

パネル展
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環瀬戸内海地域の食文化に関するパネル展の開催

○環瀬戸内海地域の食文化に関するパネル展を開催し、各県の食の魅力や高速道路等の整備効果を発信

【徳島県・兵庫県】

パネル展開催状況 H28.10.8
淡路サービスエリア（兵庫県淡路市）

パネル展開催状況 H28.7.31 与島パーキングエリア（香川県坂出市）

※本四高速イベント「橋の日イベント2016」に合わせて、与島PAでパネル展を開催。
当日は「わたる」とのふれあいや本四高速の各種イベントがあり、大勢の親子連れ等で賑わいました。

※本四高速イベント「お客様感謝デー」に合わせて、淡路SAでパネル展
を開催。当日イベントでは、地元淡路島や徳島県の特産物をＰＲするコー
ナーや本四高速の企画等があり、大勢の家族連れ等で賑わいました。

パネル展開催状況 H28.4.23 淡路サービスエリア（兵庫県淡路市）

※淡路ＳＡのリニューアルイベント「Fantasy in 淡路SA」に合わせ、パネル展を開催。
大観覧車の無料開放やゆるキャラとのふれあい等があり、大勢の親子連れ等で賑わいました。

本四高速ブース 環瀬戸内海地域パネル展

本四高速ブースと連携してPR

関西圏からの来訪者に、パネル・パンフレットで環瀬戸内海地域の食文化の魅力発信

環瀬戸内海地域の食文化のパネルやグルメ・観光パンフで魅力発信

道路のストック効果も興味津々 大好評の本四高速各種催し

三好市の「風来坊連」による
歓迎と「にし阿波観光圏」への誘客

特産のたまねぎがもらえる「目方でドン」
が大人気！

特産の「相生晩茶」の試飲や半田そうめんの
提供などで徳島の食をＰＲ！

これからどこに行こうか賑やかに相談

徳島･兵庫共同開催

パネルを熱心に眺めて情報収集する観光客

徳島･香川共同開催

徳島･兵庫共同開催

思いがけず情報をもら
えて喜ぶカップル

淡路島・徳島観光ＰＲコーナー

小松島市ゆるキャラ「こまポン」
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     平成28年12月3日　　於：まっちんぐフェスタin上板SA（徳島自動車道 上板SA下り線）

『食文化の発信・伝承』パネル展を開催しました！
出展：東四国横断自動車道建設促進期成同盟会
　　　徳島自動車道四車線化促進期成同盟会
　　　環瀬戸内海地域交流促進協議会(徳島県)

環瀬戸内海地域の交流を促進する取り組み

NEXCO西日本徳島高速道路事務所が開催する「まっちんぐフェスタin上板SA」で、
環瀬戸内海地域の食文化や道路のストック効果に関する情報発信や各県のグルメパンフレット等の配布、ＰＲを実施しました。

その他、徳島道沿線の市町や高知県大豊町が出展する特産品等の観光ＰＲコーナーや「ゆるキャラ」とのふれあい等、大勢の家族連れ等で賑わいました。

§環瀬戸内海地域交流促進協議会§ 四国経済連合会/中国経済連合会/兵庫県/岡山県/広島県/徳島県/香川県/愛媛県/高知県/四国運輸局/中国地方整備局/四国地方整備局/本州四国連絡高速道路㈱ §環瀬戸内海地域交流促進協議会§

阿波市 阿波西高校美馬市 石井町 徳島県物産協会 とくしま旅づくりネット 高知県大豊町

NEXCO西日本

愛犬もDRIVE&LOVE

地元上板中学校吹奏楽部の生演奏&ゆるキャラの集い徳島県からはエコカーも出展

青空交通安全教室

将来は隊長ですか？

これから愛媛に

向かうのかな？

食べ盛り？の中学生は

ご当地食材に興味津々

にし阿波イチオシの｢そらのそば｣も出店 高校生もSAと共同開発メニューを販売
今年は高知からも出店があり

拡がりを見せる｢まっちんぐフェスタ｣阿波市は野菜で勝負です! 色鮮やかな｢ふじ｣は一際目立ちます。

課
長
賞

ト
ク
等

２
等

なにが当たるかな♡

県内各地の物産やグッズが勢揃い！

食育

環瀬戸パネル展&ＰＲグッズ抽選会

♡カップルも仲良く抽選

観光パンフはやはり西方面が人気です
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     平成28年11月26日･11月27日　　於：えひめ･まつやま産業まつり すごいもの博2016 出展：環瀬戸内海地域交流促進協議会（愛媛県･本四高速･徳島県）

『食文化の発信・伝承』パネル展を開催しました！
環瀬戸内海地域の交流を促進する取り組み

松山市等が開催する「えひめ・まつやま産業まつり すごいもの博2016」に環瀬戸内海地域交流促進協議会のブースを出展し、
環瀬戸内海地域の食文化や道路のストック効果に関する情報発信や各県のグルメパンフレット等の配布、ＰＲを愛媛県、本四高速、徳島県の共同で実施しました。

その他のブースには、友好都市や姉妹都市、企業等の特産品や開発商品など、『すごいもの』をＰＲするコーナーや企画等があり、1日７万人の家族連れ等で賑わいました。

§環瀬戸内海地域交流促進協議会§ 四国経済連合会/中国経済連合会/兵庫県/岡山県/広島県/徳島県/香川県/愛媛県/高知県/四国運輸局/中国地方整備局/四国地方整備局/本州四国連絡高速道路㈱ §環瀬戸内海地域交流促進協議会§

環瀬戸協議会パネル展コーナー

メインステージ

こんなもちが 飛んできました エンディングは松山市のソウルソング「この街で」をみんなで合唱

ガンバレ！地元高校生(^0_0^)

他のスタッフまでも引き付ける

ミス百万石の威力は抜群です！

被
災
地
熊
本
市
か
ら
も

元
気
に
出
展
し
て
ま
す

友好都市

海外友好都市

食のイベントだけに

天ぷら油のリサイクルＰＲも

ゆるキャランド
手作りです！
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平成２８年１０月８日
お客様感謝デー2016（淡路ＳＡ下り線）

徳島県･兵庫県共同開催
「食文化の発信・伝承」に関するパネル展

・本四高速イベント「お客様感謝デー2016」に併せ、環瀬戸内海地域の食文化や道路のストック効果に関するパネル展を開催し、
　各県のグルメパンフレット等の配布、ＰＲを実施しました。
・イベントでは、地元淡路島や徳島県の特産物をＰＲするコーナーや本四高速の企画等があり、大勢の家族連れ等で賑わいました。

各県グルメパンフ設置コーナー

本四高速イベント

淡路島・徳島観光ＰＲコーナー

阿波おどりで歓迎

小松島市ゆるキャラ「こまポン」

環瀬戸内海地域パネル展

お遍路ツアー参加者も立寄り

今年度2回目の徳島･兵庫共同開催

吉野川ﾊｲｳｪｲｵｱｼｽにも出演している三好市の「風来坊連」による

歓迎と「にし阿波観光圏」への誘客

特産のたまねぎがもらえる「目方でドン」が大人気！特産の「相生晩茶」の試飲や半田そうめんの提供などで徳島の食をＰＲ！

パネルを熱心に眺めて情報収集する観光客これからどこに行こうか賑やかに相談思いがけず情報をもらえて喜ぶカップル

シュールな雰囲気が人気？

趣向を凝らしてお客様をもてなす本四高速の各種催し物コーナー

2
-
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平成２８年７月３１日
橋の日イベント2016（与島ＰＡ）

「食文化の発信・伝承」に関するパネル展

・本四高速イベント「橋の日イベント2016」に併せ、環瀬戸内海地域の食文化や道路のストック効果に関するパネル展を
  開催し、各県のグルメパンフレット等の配布、ＰＲを実施しました。
・イベントでは、特産物の進呈やゆるキャラ「わたる」とのふれあい等があり、大勢の親子連れ等で賑わいました。

本四高速イベント

環瀬戸内海地域パネル展

親子連れに大人気の「わたる」もPR

大好評の本四高速の各種催し物コーナー

環瀬戸内海地域のグルメ・観光パンフを配布 パネルで来場者に食文化を発信

道路整備によるストック効果にも興味津々

本四高速から参加者にお箸をプレゼント！

さすが！！「橋の日イベント」

環瀬戸内海

地域のグルメ・

観光パンフが

勢揃い

2
-
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平成２８年４月２３日
Fantasy in 淡路ＳＡ

「食文化の発信・伝承」に関するパネル展

・環瀬戸内海地域の食文化や道路のストック効果に関するパネル展を開催しました。
・各県のグルメパンフレット等の配布、ＰＲを実施しました。

本四高速ブース 環瀬戸内海地域パネル展

環瀬戸内海地域のグルメ・観光パンフを配布、大盛況

本四高速ブースとも連携してPR

関西圏からの来訪者に、パネルで環瀬戸内海地域の食文化を発信

環瀬戸内海地域の

グルメ・観光パンフが勢揃い

イベント当日、無料の観覧車は

大人気でした！

2
-
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●大鳴門橋うずしおウォーク ＜H28.10.１，10.２＞

◇鳴門公園や淡路島「道の駅」で両県の食文化を発信
・民間ツアーの中で大鳴門橋ウォーク！
・昼食は鳴門の地元料理を堪能！
・参加者にグルメ・観光のパンフレットを配布、ＰＲ！

◇参加者数
・２日間で２６４人

◇主催：本四道路活用イベント実行委員会(本四高速,徳島県,兵庫県,他）
後援：環瀬戸内海地域交流促進協議会

神戸淡路鳴門自動車道の連携強化事業の実施

○「大鳴門橋うずしおウォーク」、「明石海峡大橋海上ウォーク」で兵庫県・徳島県の食の魅力を発信

【徳島県・兵庫県 】

各イベントでの『⾷の魅⼒発信』
●明石海峡大橋海上ウォーク＜春H28.5.21，5.22、秋H28.11.12，11.13＞

◇参加者に両県の魅力をＰＲ
・参加者にグルメ・観光のパンフレットを配布、ＰＲ！

◇参加者数
・春： ２日間で２２５５人
・秋： ２日間で２０３７人

◇主催：本四道路活用イベント実行委員会(本四高速,兵庫県,徳島県,他）
後援：環瀬戸内海地域交流促進協議会

参加者に観光PR

地元食材を使った昼食で食文化を体験！

鳴門の鯛丼 鳴門わかめ

昼食会場
おもてなし施設

鳴門海峡を眺めながら
普段は歩けない管理路を

ウォーキング

徳島の食文化、吉野川に
架かる橋等をＰＲ

淡路島の観光等をＰＲ

参加者から「今度徳島行くよ！」「淡路のしらす丼食べたい」等の声が多数あり！

2
-
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            平成28年10月1日･10月2日  主催：本四道路活用イベント実行委員会　連携：株式会社阪急交通社　後援：環瀬戸内海地域交流促進協議会 

 ◎大鳴門橋うずしおウォークを開催しました！

大鳴門橋ウォークあわじ花さじき 鳴門公園

大鳴門橋架橋記念館パルシェ香りの館

道の駅うずしお
参加者に観光PR

地元食材を使った昼食で食文化を体験！

鳴門の鯛丼 鳴門わかめ

渦の道（鳴門のうずしお）

鳴門海峡を眺めながら普段は歩けない管理路をウォーキング

大潮のうず渦は『世界遺産』にふさわしい迫力！

広場に集合していよいよウォーク開始

旅行会社の日帰りバスツアーと連携したインフラツーリズム

大阪(神戸)＝＝あわじ花さじき＝＝道の駅うずしお＝＝大鳴門橋ウォーク＝＝鳴門公園(昼食)＝＝大鳴門橋架橋記念館＝＝パルシェ香りの館＝＝大阪(神戸)

指定イベント

昼食会場

おもてなし施設

○参加者メモ

男性110(最年長92才)

女性154(最年少10才)

計 264

大阪府127

兵庫県112

京都府 12

奈良県 11

滋賀県 1

岡山県 1

計 2府4県

○アンケート結果

旅行満足率89.4%

珍しいツアーで良かった等

の声多数！

ツアーの最後は香りでリラックス

季節の花を堪能

おもてなし施設

2
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     平成28年11月12日･11月13日  主催：本四道路活用イベント実行委員会　後援：環瀬戸内海地域交流促進協議会 

 明石海峡大橋海上ウォークを開催しました！

明石海峡大橋ウォーク参加者受付 淡路･徳島観光ＰＲ

道の駅「あわじ」１Ａ出発前

橋の科学館見学

環瀬戸内海地域の交流を促進する取り組み

受付＝＝橋の科学館見学＝＝大橋1A集合＝＝明石海峡大橋ウォーク＝＝観光PR(大橋4A)＝＝解散＝＝休憩(道の駅あわじ)＝＝岩屋港(明石へ)＝＝淡路夢舞台(神戸へ)

明石海峡を通行する大型船舶を眼下に
普段は歩けない管理路をウォーキング

野鳥もウォーク？

眼下に道の駅あわじ

もうすぐ到着です

出発するとまもなく

舞子の海景色が広がる

アンカレイジを出れば眼前に雄大な大橋を見上げる

参加者に観光PRして交流を促進

リーダーから案内を受けていざ出発!!

各班約120人の参加者が受付

淡路側は飛行機の格納庫に入って行くような錯覚

ウォーク前に明石海峡大橋の学習

○参加者メモ

応募総数 6,883人

参加者数

11月12日

1,020人(大人965,小人55)

11月13日

1,017人(大人900,小人117)

2日間合計

2,037人(大人1,865,小人172)

○ウォーク参加者の声

歩道が格子で

少し怖いけど

スリルがあって楽しかった

などの声多数！
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協議会で実施する情報発信について

取組の概要
○協議会サイトを開設し、各種取り組み情報を発信するとともに、関連団体とのリンクにより広域な情報発信
○取組カレンダー、イベントマップ等によるＰＲ

協議会サイトの開設

○協議会の紹介、取組等の情報を発信するWEBサイトを、
2016年2月5日に開設（http://www.kanseto.jp/）

取組カレンダー、イベントマップ等によるＰＲ

○取組毎のイベントカレンダーやイベントマップ等を定期的
に作成して情報発信。

○情報発信の媒体については、協議会サイト、各県アンテナ
ショップ、ＳＡ・ＰＡ、道の駅等を活用して積極的に発信

アンテナショップ ＳＡ・ＰＡ
(せとうち旬彩館) (淡路SA)

○情報発信などの広報については、環瀬戸内海地域交流促進
協議会内で連携し、サイトの運営、リーフレットの作成等
の発信を実施

・取組カレンダー、イベントマップ等は、テーマ毎の担当が
中心となり作成、発信する体制を構築

・担当する取組を中心に、同時期に実施する他のイベント等
の追加情報も発信できるよう担当間での密接な連携

・より広域的な情報発信のため、インバウンドを意識し、多
言語表記なども実施

[今後の展開]
○掲載内容を適宜更新。
○イベントスケジュールなど追加
○リンクによる連携強化
○多言語化への対応
など

2
-
4
5



（２）交流促進に向けた

本協議会の取組について 

（参考資料） 

資料２（参考）



環瀬戸内海地域交流促進協議会　取組の進捗状況（平成２８年１０月末時点）

取組名称 取組内容（概要）
取組の実施状況
（平成２７年度）

取組の進捗状況
（平成２８年１０月末時点）

当面の取組
（平成２８年度）

当面の取組
（平成２９年度以降）

【環瀬戸内海地域のスポーツ観光の振興】

◇自転車道の整備
（統一された規格による整備）

◇統一されたサイクリングコース規格等の整備に関する手引き（案）について検
討・調整
◇県内の優れた景観地や観光施設をサイクリングで結ぶ８つの推奨ルートを選定
【岡山県】
◇県内のサイクリングコースを設定するための協議会組織を立上げ【高知県】
◇ＳＯＳ表示の整備【尾道市】

◇推奨サイクリングコース選定基準について協議
◇推奨サイクリングコース選定基準の決定
◇モデルコースの選定

◇協議会が推奨するサイクリングコースの検討・選定
◇関係機関との協議
◇協議会推奨サイクリングコースについて、関係機関との協議が整った所から決
定
◇決定したサイクリングコースについて、統一された規格等による整備を実施

◇利便性向上に向けた取組
（しまなみ海道自転車道無料化の継続）
（サイクルスタンド・ベンチ等の設置）

◇しまなみ海道自転車道の通行料金無料化の継続（～H30.3）
【広島県・愛媛県・しまなみ海道自転車道利用促進協議会
・本四高速㈱】

◇サイクルトレインの運行
【しまなみ海道自転車道利用促進協議会（愛媛県側）】

◇サイクルスタンドの設置（尾道市）
◇おもてなし事業の実施【しまなみ海道自転車道利用促進協議会（広島県）】
◇マナーアップ講習会の実施【しまなみ海道自転車道利用促進協議会（広島県・
愛媛県側）】
◇イベント時の配布物でのルール・マナーの啓発（しまなみ縦走）
【本四高速㈱、瀬戸内しまなみ海道振興協議会】

◇しまなみ海道自転車道の自転車通行料金の無料化の継続（H30.3まで）【広島
県・愛媛県・しまなみ海道自転車道利用促進協議会・本四高速㈱】

◇しまなみ海道自転車道の自転車通行料金の無料化の継続【広島県・愛媛県・し
まなみ海道自転車道利用促進協議会・本四高速㈱】
◇おもてなしマップの作成【しまなみ海道自転車道利用促進協議会】
◇サイクルスタンドの設置【しまなみ海道自転車道利用促進協議会（広島）】
◇マナーアップ講習会の実施【しまなみ海道自転車道利用促進協議会（広島）】

◇しまなみ海道自転車道の通行料金無料化を継続【広島県・愛媛県・しまなみ海
道自転車道利用促進協議会・本四高速㈱】
◇引き続き利便性向上事業を実施

◇サイクリングに関する広報連携
◇ＨＰの作成、情報発信
◇サイクリングに関するフェスでしまなみ海道自転車道に関する魅力発信【広島
県・愛媛県・しまなみ海道自転車道利用促進協議会】

◇ＨＰの作成、情報発信
◇サイクリングしまなみ2016（10/29・30）において、各県のサイクリングコースや
サイクリングマナーアップ標語などをＰＲ（試行）

◇ＨＰの情報発信内容について検討
◇外国人サイクリング体験ツアーの実施【しまなみ海道自転車道利用促進協議会
（愛媛）】
◇サイクリングに関するフェスでしまなみ海道自転車道に関する魅力発信【しまな
み海道自転車道利用促進協議会】

◇協議会サイトにて、サイクリングに関する情報発信
（協議会が推奨するサイクリングコースマップの作成など）
◇サイクリング大会でブース出展し、各県のサイクリングコース等を紹介するなど
本州と四国間の交流促進を図る。

サッカー公式試合での交流促進
【愛媛県・広島県】

◇本四連絡道路の利用促進のためのＰＲ
◇PRIDE OF 中四国のイベントに対し、協議会としての連携する取組内容（協議会
のパンフレット配布等）を検討。
◇Ｊリーグと本四連絡道路の利用促進につながる取組に関する協議を実施。

◇サッカーに関する本州と四国間の交流促進につながる取組内容について関係
機関と協議
◇香川県丸亀市で開催されたカマタマーレ讃岐対ファジアーノ岡山の試合でブー
ス出展し、本四利用促進と香川の観光パンフレットを配布するなどＰＲを実施（試
行）【香川県・本四高速㈱】
◇愛媛県砥部町で開催された愛媛ＦＣ対ファジアーノ岡山の試合でブース出展
し、本四利用促進と広島・愛媛の観光パンフレットを配布するなどＰＲを実施（試
行）【広島県・愛媛県・本四高速㈱】

◇サッカーに関する本州と四国間の交流促進につながる取組内容について協議

◇環瀬戸の地域がホームとして実施されるサッカーの公式戦において、Ｊリーグ
の協力が得られる場合はブースを設置し、本州と四国間の交流促進に繋がるパ
ンフレットの配布や協議会の交流促進に向けた取組成果等のＰＲを行う。
◇協議会サイトにて、情報発信

【瀬戸内海の「海」の魅力発信】

インフラツーリズム

◇暮らし・安全を支えるインフラ、土木・近代
遺産、道の駅、日本風景海道、四国八十八
箇所霊場、観光施設等を巡る、モデルコース
の設定・ＰＲ

－

◇香川県内において試行
・周遊する観光施設の調査・検討
・現地確認、関係機関協議を踏まえたモデルコースの設定
・インフラツーリズムモニターツアーの企画・調整

◇香川県内において試行
・周遊する観光施設検討
・現地確認、関係機関協議を踏まえたモデルコースの設定
・現地マップ作成
・協議会ＨＰや関係機関と連携した情報発信
・インフラツーリズムモニターツアーの企画・実施

◇各県連携による環瀬戸内海地域への展開
◇協議会HPや関係機関と連携した情報発信

◇瀬戸内海国立公園の関係各県の展望地
等でウォーキングを実施
（香川県・岡山県を中心とした取組）

◇「2015春スカイツアー」の開催
◇「2015秋スカイツアー」の開催
◇明石海峡大橋海上ウォークの開催
◇２橋まるごとウォークツアーの開催
◇「国立公園ウォーク」の開催
◇「屋島ウォーク」の開催
◇「第29回瀬戸内倉敷ツーデーマーチ」の開催

◇「2015春スカイツアー」の開催
◇「2015秋スカイツアー」の開催
◇明石海峡大橋海上ウォークの開催
◇大鳴門橋うずしおウォークの開催
◇「国立公園ウォーク」の開催
◇「屋島ウォーク」の開催
◇「第29回瀬戸内倉敷ツーデーマーチ」の開催

◇「2016春スカイツアー」の開催
◇「2016秋スカイツアー」の開催
◇明石海峡大橋海上ウォークの開催
◇大鳴門橋うずしおウォークの開催
◇「国立公園ウォーク」の開催
◇「屋島ウォーク」の開催
◇「第30回瀬戸内倉敷ツーデーマーチ」の開催
◇その他各県で、広報連携したウォーキングイベントを実施

◇「2017春スカイツアー」の開催
◇「2017秋スカイツアー」の開催
◇明石海峡大橋海上ウォークの開催
◇大鳴門橋うずしおウォークの開催
◇「国立公園ウォーク」の開催
◇「屋島ウォーク」の開催
◇「第31回瀬戸内倉敷ツーデーマーチ」の開催
◇その他各県で、広報連携したウォーキングイベントを実施

◇各県で開催するウォーキングイベントの
広報連携
（協議会ＨＰで周辺の観光情報を発信）

◇協議会ＨＰにおける各県ウォーキングイベントの掲載
◇ウォーキングイベントの開催地及び周辺地域の観光情報を収集

◇協議会ＨＰにおける各県ウォーキングイベントの掲載
◇ウォーキングイベントの開催地及び周辺地域の観光情報を収集

◇協議会ＨＰにおける各県ウォーキングイベントの掲載 ◇協議会ＨＰにおける各県ウォーキングイベントの掲載

【環瀬戸内海地域の歴史や文化のネットワーク化】

歴史的遺産のネットワーク構築とＰＲ
【高知県】

◇現存木造天守閣等の史跡の償還、モデル
ルートの設定・ＰＲ

◇現存木造天守等の情報収集及びモデルルートの設定
（１１／２７に決定）
◇モデルルートについてPR方法の検討
◇PRのための広報資料を作成・各施設や各県において配布
◇四国ツーリズム創造機構などと連携し、旅行会社等に向けたＰＲ

◇PRのための広報資料を作成・各施設や各県等において配布
◇四国ツーリズム創造機構などと連携し、旅行会社等に向けたＰＲ

◇モデルルートの協議会ＨＰ等を活用した情報発信
◇PRのための広報資料を作成・各施設や各県等において配布
◇四国ツーリズム創造機構などと連携し、広報資料等を用いたＰＲ
◇道の駅やＳＡ・ＰＡと連携した情報発信（チラシ等）について配布
◇ 「志国高知　幕末維新博」と連携し、会場やイベントでのＰＲ

◇協議会ＨＰを活用した情報発信
（各施設でのイベント情報など情報を充実）

◇四国ツーリズム創造機構などと連携し、旅行会社等に向けたＰＲ
◇道の駅やＳＡ・ＰＡと連携した情報発信（チラシ等）を実施
◇「志国高知　幕末維新博」と連携し、会場やイベントでのＰＲ

◇文化芸術施設の紹介、モデルルートの
設定

◇モデルルートについては検討中
◇シルバー世代を対象とした美術館ツアーや、「瀬戸大橋と

芸術の秋」ツアーなどを実施

◇展覧会情報の紹介
◇「橋を渡って親子でアート鑑賞」　などを実施
◇新たなモデルルートの設定については、年度内に実施予定

◇「せとうち美術館ネットワーク」参加施設を巡るモデルルートの設定や展覧会情
報の紹介などを実施

◇「せとうち美術館ネットワーク」参加施設を活用したモデルルートの設定や展覧
会情報の紹介などを継続実施

◇「せとうち美術館ネットワークの充実
◇H27.10から新たに１施設が参画し、全５９施設で実施
◇「せとうち美術館めぐり応援キャンペーン」を継続実施

◇H28.10から新たに２施設が参画し、全６２施設で実施
◇平成28年度より、内容を一部見直し、「せとうち美術館ラリー」を実施

◇現状の取組の延長線上での充実を図る
◇「せとうち美術館ラリー」を実施

◇「せとうち美術館ネットワーク」の充実や積極的な情報発信

【環瀬戸内海地 域における食文化の発信・伝承】

◇あつまれ「四国のへそ」とくとくフェアの開催

◇各県の伝統ある食材、トレンド食材の調査、資料作成
◇環瀬戸内海地域の食等に関するパネル展を開催
◇地域イベントと連携したグルメフェアの開催に向けて調整
◇フェアの継続的な開催に向け検討・調整
◇協議会ＨＰで各県のグルメイベントの情報発信

◇環瀬戸内海地域の食に関するパネル展を各種イベントに合わせて開催
◇地域イベントと連携したグルメフェアのH29.3開催に向けて調整中
◇フェアの継続的な開催に向け検討・調整
◇協議会ＨＰで各県のグルメイベントの情報発信

◇引き続き、環瀬戸内海地域の食に関するパネル展を各種イベントに合わせて
開催
◇地域イベントと連携したグルメフェアの平成29年3月開催に向けて調整中（吉野
川ハイウェイオアシス）
◇フェアの継続的な開催に向け検討・調整
◇協議会ＨＰで各県のグルメイベントの情報発信

◇引き続き、食文化の発信・伝承に向けて、グルメフェアやパネル展の開催によ
る情報発信
◇フェアを継続的に開催出来るよう調整
◇協議会ＨＰで各県のグルメイベントの情報発信

◇神戸淡路鳴門自動車道に連携強化事業
の実施

◇花みどりフェア淡路花博2015を開催
◇大鳴門橋開通30周年記念事業の実施

・徳島・淡路周遊キャンペーン等の実施
・食のブランド海峡ダービー、２橋まるごとウォークツアーを

開催し、徳島・兵庫両県の食をＰＲ

◇おどる宝島パスポート、淡路島＆徳島とくとく周遊ガイドに
よる徳島・兵庫両県の食等をＰＲ

◇明石海峡大橋海上ウォーク、大鳴門橋うずしおウォークに
合わせて両県の食等をＰＲ

◇おどる宝島パスポート、淡路島＆徳島とくとく周遊ガイドによる
徳島・兵庫両県の食等をＰＲ

◇秋の明石海峡大橋海上ウォークで両県の魅力をＰＲ
◇兵庫県・徳島県の連携を継続できるよう調整

◇おどる宝島パスポート等の兵庫県・徳島県の連携を継続
（対象施設の見直し、拡充を図る）

◇明石海峡大橋海上ウォーク、大鳴門橋うずしおウォーク等で徳島・兵庫県の食
等の魅力発信

【協議会で実施する情報発信について 】

協議会サイトの開設・運営
◇協議会・各県のＨＰ等を活用し、これら情報

の積極的な発信
◇協議会ポータルサイトの原案作成

◇２０１６年２月５日に協議会ポータルサイトを開設
各種取組について掲載内容を適宜更新

◇協議会ポータルサイトにて、各種取組について情報発信
◇多言語化への対応

◇協議会ポータルサイトにて、各種取組について情報発信
◇多言語化への対応

サイクリングでつなぐ環瀬戸内海の輪
【愛媛県・広島県】

瀬戸内海国立公園ウォーク
【香川県・岡山県】

文化芸術ネットワークの推進
【高知県・本四高速】

あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア
【徳島県・兵庫県】
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【連 携 取 組 】サイクリングでつなぐ環 瀬 戸 内 海 の輪  

取 組 の概 要  

【取 組 の概 要 】 
○安全で快適なサイクリング環境整備のため、ブルーライン、コース案内板、注意喚

起看板など協議会の統一規格等による整備。
○快適なサイクリングのため、サイクルスタンド、ベンチ等の設置など利便性向上に

向けた取組を実施。
○サイクリングに親しみ、地域間交流を促進させるため、サイクリングに関する情報

発信を実施。
【以下は、せとうち観光推進機構の取組】 

○各県が、地元市町村と連携するなど、風光明媚な箇所等を周遊できるサイクリング
コースを設定。

○サイクリストを広く国内外から呼び込むため、圏域全体のサイクリングマップやイ
ベント情報を掲載したパンフレット等の作成、サービスサイトを開設し情報発信

【プロジェクト化 にあたっての現 状 ・背 景 等 】 
○各 主 体 の既 存 の取 組
・愛媛マルゴト自転車道の展開【愛媛県・全20市町】
・瀬戸内しまなみ海道自転車道の利用促進・利便性向上(自転車通行料金無料化等） 

【広島県・愛媛県・しまなみ海道自転車道利用促進協議会・本四高速㈱】 
・海外との姉妹自転車道協定の締結（サイクリストの聖地化）

【瀬戸内しまなみ海道振興協議会・台湾サイクリスト協会】 
・瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会の実施

【瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会実行委員会】 
・サイクリングの聖地「瀬戸内」の実現のため、コースを選定、マップの作成

瀬戸内ポタリップ（ｻｲｸﾘﾝｸﾞｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ）の発刊【せとうち観光推進機構】
・自転車道サービスサイト開設【せとうち観光推進機構、各県】

取 組 の内 容  

◇サイクリングコースの整 備
・環瀬戸内海地域における自転車道について、統一された規格等（ブルーライン、フ

ットサイン、コース案内板、注意喚起看板）によるサイクリングコースの整備を推
進。

◇利 便 性 向 上 に向 けた取 組
・サイクルスタンド、ベンチ等の設置。
・しまなみ海道自転車道の自転車通行料金無料化の継続。

【広島県・愛媛県・しまなみ海道自転車道利用促進協議会・本四高速㈱】 
◇サイクリングに関 する広 報 連 携
・協議会が推奨するサイクリングコース及び環瀬戸内海地域におけるサイクリングコ

ースやサイクリング大会等について、ＨＰ等で情報発信

取 組 の進 捗 状 況  

○平 成 28年 度 内 の取 組

◇サイクリングコースの整 備
・推奨サイクリングコース選定基準の決定
・モデルコースの選定

◇利 便 性 向 上 に向 けた取 組
・しまなみ海道自転車道の自転車通行料金の無料化の継続

（広島県、愛媛県、しまなみ海道自転車道利用促進協議会、本四高速㈱） 
・サイクルスタンドの設置（しまなみ海道自転車道利用促進協議会（広島））
・マナーアップ講習会の実施（しまなみ海道自転車道利用促進協議会（広島））

◇サイクリングに関 する広 報 連 携
・ＨＰの情報発信内容について検討
・外国人サイクリング体験ツアーの実施（しまなみ海道自転車道利用促進協議会（愛媛））
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・サイクリングに関するフェスでしまなみ海道自転車道に関する魅力発信
（しまなみ海道自転車道利用促進協議会）

○進 捗 状 況 （H28.10末 時 点 ）

◇サイクリングコースの整 備
・推奨サイクリングコース選定基準について協議（別紙１）

◇利 便 性 向 上 に向 けた取 組
・しまなみ海道自転車道の自転車通行料金の無料化の継続（H30.3まで）

（広島県、愛媛県、しまなみ海道自転車道利用促進協議会、本四高速㈱）

◇サイクリングに関 する広 報 連 携
・ＨＰの作成、情報発信
・サイクリングしまなみ2016（10/29・30）において、各県のサイクリングコースやサ

イクリングマナーアップ標語などをＰＲ（試行）

取 組 内 容  
及 び取 組 主 体  

H27年 度  H28年 度  
 
 

H29年 度 ～ 
 
 

目 標  
 
 

◇サイクリングコー
スの整 備

◇利 便 性 向 上 に
向 けた取 組

◇サイクリングに
関 する広 報 連
携

 

 

○ H28～協議会が推

奨するサイクリン

グコースについて、

モデルコースとし

て優先的に整備す

る区間を検討・選定

（推奨コースの選

定基準等を決定し、

モデルコースを選

定）

○H29～関係機関と

の協議が整った所

からコースを決定

し、整備に向けて取

組む。

○各県で工夫をこ

らした利便性向上

に向けた取組を実

施。

○サイクリングに

関する情報発信。

取 組 に関 する 
当 面 の目 標  

○平 成 ２８年 度 内 の目 標

◇サイクリングコースの整 備
・協議会が推奨するサイクリングコースについて、モデルコースとして優先的に整備

する区間を検討・選定
（推奨コースの選定基準等を決定し、モデルコースを選定）

・関係機関との協議

各県の既存取組を継続

（ここに記 載 する取 組 内 容 や各 年 度 の進 め方 は、プロジェクト化 にあたって取 組 主 体 となる機 関  

との調 整 により作 成 した計 画 段 階 のものです。進 捗 や予 算 措 置 の状 況 等 によって、変 更 となる場 合 があります）

統 一 さ れ た 規 格 等  
（ サ イ ク リ ン グ コ ー
ス 整 備 に 関 す る 手 引
き （ 案 ） ） に つ い て
検 討 、 調 整

HP 構成  

等の検討
HP による情報発信  

各県の既存取組を継続

・ 協 議 会 が 推 奨 す る

サ イ ク リ ン グ コ ー ス

の 検 討 （ モ デ ル コ ー ス

の 選 定 ）

・ 関 係 機 関 と の 協 議

・ 協 議 会 が 推 奨 す る サ イ

ク リ ン グ コ ー ス の 検 討

・ 関 係 機 関 と の 協 議

・ 協 議 が 整 っ た 所 か ら

コ ー ス 決 定

・ コ ー ス の 整 備 促 進

サ イ ク リ ン グ 大 会

等でＰＲ
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◇利 便 性 向 上 に向 けた取 組  
 ・しまなみ海道自転車道の自転車通行料金の無料化の継続 

（広島県、愛媛県、しまなみ海道自転車道利用促進協議会、本四高速㈱） 
・サイクルスタンドの設置（しまなみ海道自転車道利用促進協議会（広島）） 

 ・マナーアップ講習会の実施（しまなみ海道自転車道利用促進協議会（広島））  
 

◇サイクリングに関 する広 報 連 携  
 ・ＨＰにおいて情報発信 
 ・外国人サイクリング体験ツアーの実施（しまなみ海道自転車道利用促進協議会（愛媛））  

・サイクリングフェス等でしまなみ海道自転車道に関する魅力発信 
（しまなみ海道自転車道利用促進協議会）  

 
○平 成 29年 度 以 降 の目 標  
 

◇サイクリングコースの整 備  
・協議会が推奨するサイクリングコースの検討・選定 
・関係機関との協議 

 ・協議会推奨サイクリングコースについて、関係機関との協議が整った所から決定 
・決定したサイクリングコースについて、統一された規格等による整備を実施 

 
 ◇利便性向上に向けた取組 
 ・しまなみ海道自転車道の自転車通行料金の無料化の継続 

（広島県、愛媛県、しまなみ海道自転車道利用促進協議会、本四高速㈱） 
 ・引き続き利便性向上事業を実施 
 
 ◇サイクリングに関する広報連携 
 ・協議会サイトにて、サイクリングに関する各種情報発信 

（協議会が推奨するサイクリングコースマップの作成など） 
・サイクリング大会でブース出展し、各県のサイクリングコース等を紹介するなど本

州と四国間の交流促進を図る。 
 

主 担 当  
副 担 当  

愛媛県 
広島県 
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【連 携 取 組 】サッカー公 式 試 合 での交 流 促 進                              

取 組 の概 要  
 
 

 
【取 組 の概 要 】 
○サッカーＪリーグ公式戦の観客に対し、本州と四国間の交流促進につながるよう本

協議会で取組んでいる成果等をＰＲ。 
 

【プロジェクト化 にあたっての現 状 ・背 景 等 】 
  ○環瀬戸内海圏域には、サッカーのJ1チームが2県(兵庫県、広島県)、J2チームが4
     県（岡山県、徳島県、香川県、愛媛県）にあり、各試合に県内外から多くの観客 
     が訪れている。 

 

取 組 の内 容  
 
 

 
◇本 四 間 の交 流 促 進 に繋 がるためのＰＲ 

 ・サッカーＪリーグ公式戦の試合会場で観客に対し、本州と四国間の交流促進につな
がるパンフレットや本協議会の交流促進に向けた取組成果等（スポーツ観光の振興
、海の魅力の発信、歴史や文化のネットワーク化、食文化の発信・伝承）によりＰ
Ｒを実施 

 

取 組 の進 捗 状 況  
 
 

 
○平 成 ２８年 度 内 の取 組  
 

◇本 四 間 の交 流 促 進 に繋 がるためのＰＲ 
・サッカーに関 する本 州 と四 国 間 の交 流 促 進 につながる取 組 内 容 について協 議  

 
○進 捗 状 況 （H28.10末 時 点 ） 
 

◇本 四 間 の交 流 促 進 に繋 がるためのＰＲ 
・サッカーに関する本州と四国間の交流促進につながる取組内容について、関係

機関と協議。 
  ・試行的に香川県丸亀市で開催されたカマタマーレ讃岐（ホーム）対ファジアー

ノ岡山の試合で、香川県・本四高速㈱が連携してブースを出展。 
本四利用促進と香川の観光パンフレットを配布するなどＰＲを実施。 
(H28.6.26) 

 ・試行的に愛媛県砥部町で開催された愛媛ＦＣ（ホーム）対ファジアーノ岡山の
試合で、広島県・愛媛県・本四高速㈱が連携してブースを出展。 
本四利用促進と広島・愛媛の観光パンフレットを配布するなどＰＲを実施。 
(H28.8.11) 

 

取 組 内 容  
及 び取 組 主 体  

H27年 度  
 
 

H28年 度  
 
 

H29年 度 ～ 
 
 

目 標  
 
 

 
◇本 四 間 の交 流

促 進 に繋 がるた
めのPR 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○H28年度は、サ
ッカーに関する
本州と四国間の
交流促進につな
がる取組内容に
ついて協議・決定 
○H29年度以降は
サッカー公式戦
において交流促
進に向けたPRを
実施するととも
にＨＰにおいて
情報発信を実施 

各県等の既存取組を継続  

（ここに記 載 する取 組 内 容 や各 年 度 の進 め方 は、プロジェクト化 にあたって取 組 主 体 となる機 関  

との調 整 により作 成 した計 画 段 階 のものです。進 捗 や予 算 措 置 の状 況 等 によって、変 更 となる場 合 があります） 

取組内容について協議・決定  
ＰＲの実施  
情報発信  
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取 組 に関 する 
当 面 の目 標  

 
 

 
○平 成 28年 度 内 の目 標  
 

◇本 四 間 の交 流 促 進 に繋 がるためのＰＲ 
・サッカーに関 する本 州 と四 国 間 の交 流 促 進 につながる取 組 内 容 について協 議 ・決 定  
 

○平 成 29年 度 以 降 の目 標  
 

◇本 四 間 の交 流 促 進 に繋 がるためのＰＲ 
 ・環 瀬 戸 の地 域 がホームとして実 施 されるサッカーの公 式 戦 において、Ｊリーグの協 力 が

得 られる場 合 はブースを設 置 し、本 州 と四 国 間 の交 流 促 進 に繋 がるパンフレットの配
布 や協 議 会 の交 流 促 進 に向 けた取 組 成 果 等 のＰＲを行 う。 

・環 瀬 戸 協 議 会 のＨＰにおいて情 報 発 信  
 

主 担 当  
副 担 当  

愛媛県 
広島県 

 

参考-8



 
【連 携 取 組 】インフラツーリズム                                  

取 組 の概 要  
 
 

 
【取組の概要】 

○暮らしや安全を支えるインフラをはじめ、土木遺産、近代遺産、道の駅、日本風景街道
、四国八十八箇所霊場、観光施設等を巡ることにより、環瀬戸内海地域の新たな魅力を
知ってもらい、一層の交流人口の拡大につなげる。 

○環瀬戸内海地域においてモデルコースを設定し、現地マップの作成、協議会ＨＰや関係
機関と連携し、広く情報発信を実施。 

○本四3橋を中心としたインフラツーリズムを目指し、環瀬戸内海地域の交流人口の拡大
を図る 

 

取 組 の内 容  
 
 

 
◇モデルコース検 討  
 観光部局と連携しながら、インフラ、土木遺産、近代遺産、日本風景街道、四国八十八
箇所霊場、観光施設等を周遊するモデルコースを検討・設定 

 
◇配 布 用 の現 地 マップ作 成 。 

 
◇協 議 会 ＨＰや関 係 機 関 と連 携 し、モデルコースを広 く情 報 発 信 。 

 

取 組 の進 捗 状 況  
 
 

 
○平 成 28年 度 内 の取 組 （香 川 県 で試 行 ） 
 

◇モデルコース検 討  
 ・瀬 戸 大 橋 や四 国 八 十 八 箇 所 霊 場 、土 木 遺 産 など周 遊 する観 光 施 設 を調 査 ・検 討  
 ・現 地 確 認 、関 係 機 関 との協 議 ・調 整  
 ・モデルコースの設 定  

 
◇現 地 マップ作 成  
 ・配 布 用 の現 地 マップ作 成 。 

 
◇関 係 機 関 と連 携 した情 報 発 信  
 ・協 議 会 ＨＰや関 係 機 関 と連 携 し、モデルコースを広 く情 報 発 信 。 
 ・瀬 戸 大 橋 を中 心 としたインフラツーリズムモニターツアーの企 画 ・実 施 。 

 
○進 捗 状 況 （H28.10末 時 点 ） 
 

◇モデルコース検 討  
・瀬 戸 大 橋 や四 国 八 十 八 箇 所 霊 場 、土 木 遺 産 など周 遊 する観 光 施 設 の調 査 ・検 討 を実 施 。 
・現 地 確 認 、関 係 機 関 との協 議 ・調 整 を実 施 。 
・２つの道 の駅 を起 点 に、モデルコースを設 定 。 

 
◇現 地 マップ作 成  

・現 在 、配 布 用 の現 地 マップ作 成 中 。 
 

◇関 係 機 関 と連 携 した情 報 発 信  
   ・瀬 戸 大 橋 を中 心 とした土 木 遺 産 を観 光 資 源 とした、インフラツーリズムモニターツアーを企 画 。 
   ・平 成 ２８年 １２月 １日 の実 施 に向 け、現 在 準 備 中 。 
   ・モニターは旅 行 関 連 担 当 者 を対 象 に実 施 予 定 。 
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取 組 内 容  
及 び取 組 主 体  

H27年 度  
 
 

H28年 度  
 
 

H29年 度 ～ 
 
 

目 標  
 
 

 
◇香川県で試行 
【取組主体】 

香川県 
 
 
◇ＨＰ等を活用
した情報発信 
【取組主体】 
香川県・本四高速 
 
◇環瀬戸内海地
域へ展開 
【取組主体】 
兵庫県、岡山県、 
広島県、徳島県、 
香川県、愛媛県、 
高知県  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
こ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○モデルコース
検討・設定、現地
マップ作成、情報
発信 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取 組 に関 する 
当 面 の目 標  

 
 

 
○平 成 28年 度 内 の目 標  
 

◇香川県の試行 
 ◇協議会ＨＰや関係機関と連携し、モデルコースを広く情報発信 
 ◇インフラツーリズムモニターツアーの企画・実施 
 
○平 成 29年 度 以 降 の目 標  
  

◇環瀬戸内地域へ展開 
 ◇協議会ＨＰや関係機関と連携し、モデルコースを広く情報発信 
 

主 担 当  
副 担 当  

香川県 
岡山県 

 

（ここに記 載 する取 組 内 容 や各 年 度 の進 め方 は、プロジェクト化 にあたって取 組 主 体 となる期 間  

との調 整 により作 成 した計 画 段 階 のものです。進 捗 や予 算 措 置 の状 況 等 によって、変 更 となる場 合 があります） 

「インフラツーリズム」を  
積極的に発信  

各県連携による  
取組み  

香川県で試行  
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【連 携 取 組 】瀬 戸 内 海 国 立 公 園 ウォーク                               

取 組 の概 要  
 
 

 
 【取 組 の概 要 】 
  ◇香 川 県 ・岡 山 県 における取 り組 み（単 県 ） 

・日本で最初の国立公園に指定された瀬戸内海国立公園の関係各県の展望地等でウ
ォーキングを実施する。 

・各地域のウォーキング協会等に協力を仰ぎ、自然や歴史、見どころなどをガイド
しながら、瀬戸内海国立公園により親しんでいただく。 

◇連 携 した取 り組 み（広 報 連 携 ） 
・各県で開催されるウォーキングイベントについて、瀬戸内海の魅力体験に繋がる

ものを取り上げ、協議会ＨＰで広報するとともに、協議会構成団体が相互に連携
して一体的にＰＲすることで、更なる集客を図る。 

◇その他  
・周辺の観光情報を掲載し、イベント参加者に対して観光を含めた参加プランを提

案することにより、周辺地域の交流人口拡大に貢献する。 
 

取 組 の内 容  
 
 

 
 ◇香 川 県 ・岡 山 県 における取 り組 み（単 県 ） 
  【両 県】：「2016春スカイツアー(平成28年5月21、22、28、29日)」 

「2016秋スカイツアー(平成28年10月15、16、22、23日)」 
  【香川県】：「屋島ウォーク(平成29年3月16日)」 
  【岡山県】：「第30回瀬戸内倉敷ツーデーマーチ(平成29年3月11～12日)」 
 
 ◇連 携 した取 り組 み（広 報 連 携 ） 
  ・各県で開催されるウォーキングイベントを協議会ＨＰで掲載。 

・現在、以下のウォーキングイベントを協議会ＨＰに掲載。今後も継続し、随時更
新する。 

  【兵庫県・徳島県】： 
「明石海峡大橋海上ウォーク(平成28年5月、11月)」 
「大鳴門橋うずしおウォーク(平成28年10月)」 

  【岡山県】：「第29回瀬戸内倉敷ツーデーマーチ(平成29年3月11～12日)」 
  【広島県・愛媛県】： 

「第16回瀬戸内しまなみ海道スリーデーマーチ(平成28年10月)」 
  【香川県】：「屋島ウォーク(平成29年3月16日)」 

「国立公園ウォーク(平成28年10月28日)」 
 
 ◇その他  
  ・ウォーキングイベントの開催地及び周辺地域の観光情報の発信 
 

取 組 の進 捗 状 況  
 
 

 
○平 成 28年 度 内 の取 組  
 
 ◇香 川 県 ・岡 山 県 における取 り組 み（単 県 ） 
  ・参加者数の増加、交流人口の拡大に向けた取組（情報発信など）を実施 

◇連 携 した取 り組 み（広 報 連 携 ） 
・協議会ＨＰの掲載イベント、掲載基準及び範囲等の調整 
・イベント情報の収集、更新、多言語化への対応 
・参加者数の増加に向けた取組（情報発信など）を実施 

◇その他  
・ウォーキングイベントの開催地及び周辺地域の観光情報の収集・情報発信を実施 
・交流人口の拡大に向けた取組（情報発信など）を実施 

 
○進 捗 状 況 （H28.10末 時 点 ） 
 ◇香 川 県 ・岡 山 県 における取 り組 み（単 県 ） 
  【両 県】：「2016春スカイツアー(平成28年5月21、22、28、29日)」 

⇒参加者数588人(参加率98％、競争倍率12.1倍) 
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「2016秋スカイツアー(平成28年10月15、16、22、23日)」 
⇒参加者数592人（参加率98.6％、競争倍率8.3倍） 

【香川県】：「国立公園ウォーク(平成28年10月29日)」 
⇒参加者（スタッフ含む）132人（競争倍率3倍） 

        「屋島ウォーク(平成29年3月)」 
⇒企画中 

【岡山県】：「第29回瀬戸内倉敷ツーデーマーチ(平成29年3月11～12日) 
⇒参加者募集は12月1日から 

 
 ◇連 携 した取 り組 み（広 報 連 携 ） 

・協議会ＨＰへのウォーキングイベント掲載 
 ◇その他  
  ・ウォーキングイベントの開催地及び周辺地域の観光情報を収集 
 

取 組 内 容  
及 び取 組 主 体  

H27年 度  
 
 

H28年 度  
 
 

H29年 度 ～ 
 
 

目 標  
 
 

 
◇瀬 戸 内 海 国 立
公 園 の関 係 各 県
の展 望 地 等 でウォ
ーキングを実 施  
香川県・岡山県を
中心とした取組 
 
◇各 県 で開 催 する
ウォーキングイベン
トの広 報 連 携  
 
【取組主体】 
兵庫県、岡山県、
広島県、徳島県、
香川県、愛媛県、
高知県 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○H28年度上期は

各県調整。 
 
○H28年度下期は

連携実施。 
 

取 組 に関 する 
当 面 の目 標  

 
 

 
○平 成 28年 度 内 の目 標  
  ・各県で、広報連携したウォーキングイベントの実施 
  ・協議会ＨＰのアクセス数増加、及びウォーキングイベントの参加者数増加 
 
○平 成 29年 度 以 降 の目 標  
  ・各県で、広報連携したウォーキングイベントの実施 
  ・協議会ＨＰのアクセス数増加、及びウォーキングイベントの参加者数増加 

主 担 当  
副 担 当  

香川県 
岡山県 

 

（ここに記 載 する取 組 内 容 や各 年 度 の進 め方 は、プロジェクト化 にあたって取 組 主 体 となる期 間  

との調 整 により作 成 した計 画 段 階 のものです。進 捗 や予 算 措 置 の状 況 等 によって、変 更 となる場 合 があります） 

各県連携による取組み  
各県取組み  
との調整  

各県の既存取組を継続  
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【連 携 取 組 】歴 史 的 遺 産 のネットワーク構 築 とＰＲ                          

取 組 の概 要  
 
 

 
【取 組 の概 要 】 

 ○環瀬戸内海地域に存在する現存木造天守を紹介し、それらを巡るモデルルートを設
定する。 
また、現存木造天守やルートの近隣にあるその他の史跡や土木遺産等を併せて紹介す
ることでルートを充実させ、歴史的遺産のネットワークを構築する。 

○本取組において、協議会や各県のＨＰ、パンフレット等を活用したＰＲにより、広
く情報発信を行い、環瀬戸内海地域内外からの交流人口の拡大を図る。 

 
【プロジェクト化 にあたっての現 状 ・背 景 等 】 
 ○全国に現存する木造天守は１２箇所あり、そのうち６箇所が本州と四国の環瀬戸

内海地域に存在している。 
そのためこれらを巡る本州・四国を結ぶルートの設定が可能であり、交流人口の拡
大が見込まれる。 

   ○各主体の既存の取組 
・四国ツーリズム創造機構による観光情報発信（徳島・香川・愛媛・高知） 
 様々なテーマごとに主要観光地などを巡るコースを設定し、ＨＰなどで紹介 
・四国歴史文化道（徳島・香川・愛媛・高知） 
 四国内で１１箇所の歴史的テーマを持つモデル地域を設定し、主な歴史的文化遺

産などを紹介 
 
 

取 組 の内 容  
 
 

 
◇現 存 木 造 天 守 等 の史 跡 の紹 介 、モデルルートの設 定 、ＰＲ 
 

  ・環瀬戸内海地域に存在する現存木造天守や史跡等を巡るモデルルートを設定 
  ・モデルルートのマップやパンフレットを作成し配布、また、協議会や各県のＨＰ

等で公開することにより広く情報発信を行う。 
・情報発信のツールやスタンプラリーなどのイベントの実施については今後取組の

中で検討を行う 
 
 

取 組 の進 捗 状 況  
 
 

 
○平 成 28年 度 内 の取 組  
 

◇現 存 木 造 天 守 等 の史 跡 の紹 介 、モデルルートの設 定 、ＰＲ 
 ・モデルルートの設定及び協議会ＨＰ等でのＰＲ 

・次年度以降の実施に向け、利用者への特典等も併せて検討 
・各施設の歴史や施設を巡るルート等を紹介した広報資料を作成、各県や各施設等 
 での配布 
・協議会ＨＰを活用した情報発信（各施設でのイベント情報など情報を充実） 

 ・四国ツーリズム創造機構などと連携し、旅行会社等に向けたＰＲ 
 ・道の駅やＳＡ・ＰＡと連携した情報発信（チラシ等）について配布 
 
 
○進 捗 状 況 （H28.10月 末 時 点 ） 
 

◇現 存 木 造 天 守 等 の史 跡 の紹 介 、モデルルートの設 定 、ＰＲ 
・各施設の歴史や施設を巡るルート等を紹介した広報資料を作成し、各県や各施設、 
 道の駅、本四高速のＳＡ・ＰＡ、民間の店舗等で広く配布 
・四国ツーリズム創造機構などと連携し、旅行会社等に向けたＰＲを実施 
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取 組 内 容  
及 び取 組 主 体  

H27年 度  
 
 

H28年 度  
 
 

H29年 度 ～ 
 
 

目 標  
 
 

◇歴 史 的 遺 産 ネッ
トワークの構 築 とＰ
Ｒ 
【取組主体】 
兵庫県、岡山県、
広島県、徳島県、
香川県、愛媛県、
高知県 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○H26～H27年度
は、各県と調整し
ながら実施方針
や内容の検討、取
組の実施 
 
○平成28年度以
降は各県と連携
して取組を実施  

取 組 に関 する 
当 面 の目 標  

 
 

 
○平 成 28年 度 内 の目 標  

 
◇現 存 木 造 天 守 等 の史 跡 の紹 介 、モデルルートの設 定 、ＰＲ 

 ・次年度以降の実施に向け、利用者への特典等も併せて検討 
 ・四国ツーリズム創造機構などと連携し、旅行会社等に向けたＰＲ 
  （９～１０月（東京・大阪）に行われる旅行会社等との商談会において、 

四国ツーリズム創造機構に協力していただきモデルルートや施設をＰＲ） 
・協議会ＨＰを活用した情報発信（各施設でのイベント情報など情報を充実） 

 ・道の駅やＳＡ・ＰＡと連携した情報発信（チラシ等）について配布 
 ・「志国高知 幕末維新博」と連携し、会場やイベントにてＰＲ 
 
○平 成 29年 度 以 降 の目 標  
 

◇現 存 木 造 天 守 等 の史 跡 の紹 介 、モデルルートの設 定 、ＰＲ 
 ・四国ツーリズム創造機構などと連携し、旅行会社等に向けたＰＲ 

・協議会ＨＰを活用した情報発信（各施設でのイベント情報など情報を充実） 
・道の駅やＳＡ・ＰＡと連携した情報発信（チラシ等）を実施 

 ・「志国高知 幕末維新博」と連携し、会場やイベントにてＰＲ 
 
 

主 担 当  
副 担 当  

高 知 県  

 

（ここに記 載 する取 組 内 容 や各 年 度 の進 め方 は、プロジェクト化 にあたって取 組 主 体 となる期 間  

との調 整 により作 成 した計 画 段 階 のものです。進 捗 や予 算 措 置 の状 況 等 によって、変 更 となる場 合 があります） 

実施方針の検討

及び各県との  
調整  

各県と連携して取組を実施  

参考-14



 
【連 携 取 組 】文 化 芸 術 ネットワークの推 進  

取 組 の概 要  
 
 

 
【取 組 の概 要 】 
○様々な着眼点で文化芸術施設等の紹介、並びにモデルルート[文化芸術めぐり(仮称

)]を設定することで、環瀬戸内海地域に文化芸術の輪を広げ、交流人口の拡大を図
る。 

○本四高速が実施している「せとうち美術館ネットワーク」を活用し、環瀬戸内海地
域の文化・芸術のネットワーク化を支援。現在、62施設で構成されている「せとう
ち美術館ネットワーク」をさらに充実し、文化芸術をキーワードとした環瀬戸内海
地域の文化芸術の輪を広げる。 

○本取組は、協議会・各県のＨＰ等を活用したＰＲにより、環瀬戸内海地域を中心に
広域での広報活動を実施。 

 
【プロジェクト化 にあたっての現 状 ・背 景 等 】 
○環瀬戸内海地域には世界に誇れる美や文化があり、そのポテンシャルは高く、これ

らを有効活用することで交流人口の拡大につながる環境にある。 
○「せとうち美術館ネットワーク」【本四高速・参加美術館,博物館(全62施設)】 
・新たな美術館めぐりモデルルート等の設定 
・共通割引券 
・観覧料を実質５割引程度となる図書カードでの還元やスタンプを集めてプレゼ 

ントがもらえる「せとうち美術館ラリー」を実施中 
 

取 組 の内 容  
 
 

 
◇文 化 芸 術 施 設 の紹 介 、モデルルートの設 定  

 ・様々な着眼点で文化芸術施設等を紹介するとともに、各所を巡るモデルルート「文 
化芸術めぐり(仮称)」を定期的に設定し、環瀬戸内海地域における文化芸術に関す 
る情報を積極的に発信することで、環瀬戸内海地域の交流人口の拡大を図る。 

 ・スタンプラリーなどを絡めた記念品贈呈なども検討。 
 

◇「せとうち美 術 館 ネットワーク」の充 実  
 ・現在実施中の「せとうち美術館ネットワーク」をさらに充実し、環瀬戸内海地域の

文化芸術の輪を拡大。 
 

◇協 議 会 ・各 県 のＨＰ等 を活 用 し、これら情 報 の積 極 的 な発 信  
 

取 組 の進 捗 状 況  
 
 

 
○平 成 28年 度 内 の目 標  

 
◇文 化 芸 術 施 設 の紹 介 、新 たなモデルルートの設 定  

 ・具体の施設紹介、新たなモデルルートの提案等の実施 
 
◇「せとうち美 術 館 ネットワーク」の充 実  

 ・現状路線の延長線上で充実を図る 
 ・現在62施設で実施 
 ・「せとうち美術館ラリー」等を実施 

 
◇協 議 会 ・各 県 のＨＰ等 を活 用 し、これら情 報 の積 極 的 な発 信  
・協議会サイトのアップに合わせ、上記の情報を発信 

 
○進 捗 状 況 （H28.10末 時 点 ） 

 
◇文 化 芸 術 施 設 の紹 介 、新 たなモデルルートの設 定  

 ・「せとうち美術館ネットワーク」参加施設展覧会情報の紹介を実施するとともに、 
  新たなモデルルートの設定については、年度内に実施予定 
 ・「橋を渡って親子でアート鑑賞」を実施 
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◇「せとうち美 術 館 ネットワーク」の充 実  

 ・平成28年10月から、新たに２施設が加わり、全62施設で実施 
・観覧料を実質５割引となる図書カードでの還元やスタンプを集めてプレゼントがも

らえる「せとうち美術館ラリー」を実施 
 
◇協 議 会 ・各 県 のＨＰ等 を活 用 し、これら情 報 の積 極 的 な発 信  

 

取 組 内 容  
及 び取 組 主 体  

H27年 度  
 
 

H28年 度  
 
 

H29年 度 ～ 
 
 

目 標  
 
 

 
◇文 化 芸 術 施 設
のモデルルートの
設 定 紹 介  
 
 
 
 
 
◇せとうち美 術 館
ネットワーク充 実  
 
 
◇ＨＰ等 を活 用 し
た情 報 発 信  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○H28年度以降は
モデルルートの 
設定等を実施 
 
 
○H28下半期は、 
62施設で展開。 
観覧料を割引等
するキャンペー
ンを実施中 
 

取 組 に関 する 
当 面 の目 標  

 
 

 
○平 成 28年 度 内 の目 標  
  

◇「せとうち美術館ネットワーク」の充実や積極的な情報発信 など 
 ◇展覧会情報の紹介や新たなモデルルートの設定を実施 
 
○平 成 29年 度 以 降 の目 標  

 
◇「せとうち美術館ネットワーク」の充実や積極的な情報発信 など 
◇展覧会情報の紹介や新たなモデルルートの設定を充実させつつ、継続実施 

 

主 担 当  
副 担 当  

高知県 
本四高速道路(株) 

 

（ここに記 載 する取 組 内 容 や各 年 度 の進 め方 は、プロジェクト化 にあたって取 組 主 体 となる期 間  

との調 整 により作 成 した計 画 段 階 のものです。進 捗 や予 算 措 置 の状 況 等 によって、変 更 となる場 合 があります） 

参加施設を巡るモデルルートや展覧会情報の発信  
の設定や展覧会情報の紹介などを「文化芸術めぐり

(仮称 )」を積極的に発信  

参 加 施 設 を 巡 る モ デ ル ル ー ト の 設 定 や 展 覧 会 情 報

の紹介などを検討・実施  

「せとうち美術館ネットワーク」の充実  
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【連 携 取 組 】あつまれ「四 国 のへそ」とくとくフェア                          

取 組 の概 要  
 
 

 
【取 組 の概 要 】 
○「四国のへそ」吉野川ハイウェイオアシスに、いつもは徳島市内で開催している 

「徳島マルシェ」と県内の「道の駅」名産品を一同に参集する。 
○県外の「道の駅」の関係者にも声をかけ、環瀬戸内海地域の交流の場を設ける。 
○会場での完結型ではなく、環瀬戸内海地域の各種イベント参加（徳島マラソン、 

淡路花博他）に、結びつくような仕掛け（スタンプラリー等）を展開。 
 

【プロジェクト化 にあたっての現 状 ・背 景 等 】 
  ○各 主 体 の既 存 の取 組  

・徳島マラソン２０１５ １万人規模に拡大 平成２７年３月２２日開催【徳島県】 
〃   ２０１６ １万２千人超参加 平成２８年４月２４日開催【徳島県】 

・淡路花博２０１５・花みどりフェア 平成２７年３月２１日～５月３１日 
【淡路花博 15 周年記念事業実行委員会・兵庫県】 

・大鳴門橋開通 30 周年記念事業【徳島県・兵庫県】 
・四国地区「道の駅」スタンプラリー2013～2014、2014～2015、2015～2016 
    〃     アイスクリーム選手権   【四国地区「道の駅」連絡会】 

 

取 組 の内 容  
 
 

 
◇あつまれ「四 国 のへそ」とくとくフェア（仮 称 ）の開 催  

 ・環瀬戸内海地域（兵庫県・岡山県・広島県・徳島県・香川県・愛媛県・高知県）の
協力可能な「道の駅」等の自慢の逸品が参集するフェアを開催し、環瀬戸内海地域
における食文化の情報発信をするとともに、平成２７年３月に開通した徳島自動車
道の全通効果を実感。 

 
◇神 戸 淡 路 鳴 門 自 動 車 道 の連 携 強 化 事 業 の実 施  

 ・海峡「食のダービー」や「食のおもてなし」など食を中心にした広報事業を実施。 
 

取 組 の進 捗 状 況  
 
 

 
○平 成 28 年 度 内 の取 組  
 

◇あつまれ「四 国 のへそ」とくとくフェア 
 

①徳島県の「にし阿波～剣山・吉野川観光圏」において、地域イベントと連携した
グルメフェアを年度内に開催。 

 ②食文化の発信・伝承に向けて、各県の伝統ある食材、トレンド食材を調査・発信 
（通年でパネル展の開催を目指す） 

 
◇神 戸 淡 路 鳴 門 自 動 車 道 の連 携 強 化 事 業 の実 施  

 
  ①高速道路関連イベントによる徳島県、兵庫県の魅力発信 

・大鳴門橋うずしおウォークで両県の食をＰＲ 
・明石海峡大橋海上ウォークで両県の食等の魅力発信 

  ②おどる宝島パスポート、淡路島＆徳島とくとく周遊ガイドのキャンペーンや 
   特典による徳島・淡路の魅力発信 
 
○進 捗 状 況 （H28.10 末 時 点 ） 
 

◇あつまれ「四 国 のへそ」とくとくフェア 
 

①グルメフェア（あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア）を開催（H27.3.15） 
・開催場所：吉野川ハイウェイオアシス 
・トピック：愛媛県と香川県からＢ級グルメ出店 

新Ｂ級グルメ「とくしまオムライス」企画 
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②各県の伝統ある食材、トレンド食材の調査・資料作成
③食に関するパネル展を開催し、各県の食文化を発信、ＰＲ

・吉野川ハイウェイオアシスで開催(H28.2.20～2.28）
・上板サービスエリアで開催（まっちんぐフェスタ）（H28.3.13）
・淡路サービスエリアで開催（SAリニューアルイベント）（H28.4.23）
・与島パーキングエリアで開催（橋の日イベント）（H28.7.31）
・淡路サービスエリアで開催（お客様感謝デー）（H28.10.8）

④地域イベントと連携したグルメフェアを平成２９年３月開催に向け準備中。
（吉野川ハイウェイオアシス）

◇神 戸 淡 路 鳴 門 自 動 車 道 の連 携 強 化 事 業 の実 施

①花みどりフェア淡路花博２０１５を開催（H27.3.21～H27.5.31）
②おどる宝島パスポートによる兵庫県・徳島県の連携

・徳島・淡路の参加施設（飲食店等）で特典付サービスを実施(H28.12.31 まで)
・徳島・淡路周遊キャンペーンの実施（H28.2.29 まで）
・徳島の高速道路の利用促進キャンペーンを実施（H27.9.30 まで）

③淡路島＆徳島とくとく周遊ガイドによる兵庫県・徳島県の連携
・徳島・淡路のクーポン対象施設（観光施設等）で割引等サービスを実施

（H28.3.31 まで） 
④食のブランド海峡ダービーを淡路２箇所、徳島２箇所で実施
⑤２橋まるごとウォークツアーで徳島県、兵庫県の食をＰＲ（H27.10.3,10.4）
⑥明石海峡大橋海上ウォークで徳島県、兵庫県の魅力発信（H27.11.7,11.8）
⑦明石海峡大橋海上ウォークで徳島県、兵庫県の魅力発信（H28.5.21,5.22）
⑧大鳴門橋うずしおウォークで徳島県、兵庫県の魅力発信（H28.10.1,10.2）

取 組 内 容  
及 び取 組 主 体  

H27 年 度  H28 年 度  H29 年 度 ～ 目 標  

◇あつまれ「四 国
のへそ」とくとくフェ
ア（仮 称 ）の開 催

【取組主体】 
兵庫県、岡山県
、広島県、徳島
県、香川県、愛
媛県、高知県、
中国地整、四国
地整(今後調整)

 
 
 

  

○H27 年度、各県
の伝統とトレン
ド食材を調査、
パネル展の開催

○H28 年度はグル
メフェアの開催
、各地域でパネ
ル展の開催を目
指す。

○H29 年度以降も
、兵庫県と連携
した取組を強化
し、交流人口増
加目標の達成を
目指す。

評価指標 
◆イベント参加
者数
◆徳島自動車道
、本四高速交通
量

（ こ こ に 記 載 す る 取 組 内 容 や 各 年 度 の 進 め 方 は 、 プ ロ ジ ェ ク ト 化 に あ た っ て 取 組 主 体 と な る 期 間

と の 調 整 に よ り 作 成 し た 計 画 段 階 の も の で す 。 進 捗 や 予 算 措 置 の 状 況 等 に よ っ て 、 変 更 と な る 場

実施方針

の検討及

び決定

地域の食文化の情報発信で、

交流人口増加を目指す

あつまれ「四国のへそ」とくとくフェア

淡路花博 2015 花みどりフェア

食のブランド「淡路島」オータムメッセ

パネル展

グルメフェア
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取 組 に関 する 
当 面 の目 標  

○平 成 28 年 度 内 の目 標

◇あつまれ「四 国 のへそ」とくとくフェア

①徳島県の「にし阿波～剣山・吉野川観光圏」において、地域イベントと連携
したグルメフェアを年度内に開催する。

②各地域で環瀬戸内海地域の食に関するパネル展を開催する
（通年で各種イベントに合わせパネル展実施）
・淡路サービスエリアで開催（H28.4.23，SAリニューアルイベント）
・与島パーキングエリアで開催（H28.7.31，橋の日イベント）
・淡路サービスエリアで開催（H28.10.8，お客様感謝デー）
・愛媛県松山市で開催（H28.11.26,27，えひめ・まつやま産業まつり）
・上板サービスエリアで開催（H28.12.03，まっちんぐフェスタ）

③フェアを継続的に開催出来るよう調整

◇神 戸 淡 路 鳴 門 自 動 車 道 の連 携 強 化 事 業 の実 施

①大鳴門橋うずしおウォーク,明石海峡大橋海上ウォーク等で兵庫県、徳島県の
食等の魅力発信

②おどる宝島パスポート（参加施設：飲食店等）の特典付きサービスによる
兵庫県・徳島県の連携

③淡路島＆徳島とくとく周遊ガイドによる兵庫県・徳島県の連携
・徳島・淡路のクーポン対象施設（観光施設等）で割引等サービスを実施

④食のブランド「淡路島」オータムメッセ 2016 を 11 月 19 日に開催する
〔会場：淡路島内、出店数：約 30 店（予定）〕

○平 成 29 年 度 以 降 の目 標

◇あつまれ「四 国 のへそ」とくとくフェア

①食文化の発信・伝承に向けて、グルメフェアやパネル展の開催による情報発信
②グルメフェアを継続的に出来るよう検討する。

◇神 戸 淡 路 鳴 門 自 動 車 道 の連 携 強 化 事 業 の実 施

①大鳴門橋うずしおウォーク,明石海峡大橋海上ウォーク等で兵庫県、徳島県の
食等の魅力発信

②おどる宝島パスポート（参加施設：飲食店等）の特典付きサービスによる
兵庫県・徳島県の連携

主 担 当  
副 担 当  

徳島県 
兵庫県
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